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【第3回定例会（令和6年 9月 13日招集　会期 1日間）】
■一般行政報告（菊池村長）

報告事項 報告内容
１．�工事請負契約等の締結に

ついて
令和 6年第 3回村議会臨時会（8月 2日）以降の工事等発注状況（工事金額
等が議決要件に満たないもの）について（別表 1のとおり）

２．寄附の受納について 令和 6年 8月 1日から 8月末日までの寄附の受納状況
・ふるさと応援寄附金　9件　111 万 1 千円

３．�令和6年度村表彰者の決
定について

　西興部村褒賞条例に基づく本年度の表彰者として、去る 9月 4日開催の表
彰審査委員会に諮問の結果、別表 2のとおり決定しました。

４．諸要望について 　去る 8月 22 日、立憲民主党オホーツク地区政策懇談会が行われ、次の事項
を要望しました。
　①国道 239 号線天北峠の視距改良工事の整備促進について
　②主要道道遠軽雄武線（上藻地区）の整備促進について
　③道営草地畜産基盤整備事業（草地整備型）の推進について

■審議された議案等と審議結果
議案番号 議案等 議案等の内容 審議結果
承認第 1号 専決処分した事件の承認を求

めることについて
令和 6年度西興部村一般会計補正予算（第 7号）
　7月 23 日から 24 日にかけての大雨により被害
を受けた村道の復旧にかかる費用の補正について
審議しました。
（補正額）77 万円
（補正後予算総額）27 億 3,718 万 7,000 円

原案承認

承認第 2号 専決処分した事件の承認を求
めることについて

令和 6年度西興部村一般会計補正予算（第 8号）
　歯科診療所のＸ線デジタル化更新事業につい
て、科目を「工事請負費」から「備品購入費」へ
組み替えるための補正について審議しました。
（補正額）967 万 3,000 円を組替

原案承認

同意第 1号 西興部村教育委員会委員の任
命につき同意を求めることに
ついて

　現委員の島田智仁氏が9月30日で任期満了とな
るため、引き続き委員に任命することに同意しま
した。

同意決定

同意第 2号 西興部村固定資産評価審査委
員会委員の選任につき同意を
求めることについて

　現委員の菊川博幸氏が9月30日で任期満了とな
るため、引き続き委員に選任することに同意しま
した。

同意決定

認定第 1号
～

認定第 6号

令和 5年度西興部村一般会計
及び 5特別会計の決算認定に
ついて

　令和 5年度一般会計及び 5つの特別会計の決算
認定について、はじめに村長、副村長、企画総務
課長から決算説明が行われ、引き続き桜井代表監
査委員による決算審査意見が述べられた後、会計
毎に質疑を行い、一般会計及び 5特別会計の決算
を認定しました。

原案認定

報告第 1号 令和 5年度西興部村一般会計
継続費精算報告書の報告につ
いて

　令和 4年度～ 5年度の期間で実施した「森林公
園改修整備」について、継続費精算報告書の報告
を受けました。
（実績額）�令和 4年度　1億� ����132 万 1,000 円
　　　　�令和 5年度　1億 7,669 万 3,446 円
　　　　�　合　計　　2億 7,801 万 4,446 円

報告事項の
ため、採決
はありませ
ん

報告第 2号 令和 5年度健全化判断比率等
の報告について

�地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規
定に基づくもので、西興部村の財政が健全に運営
されていることが報告されました。

報告事項の
ため、採決
はありませ
ん

議会通信
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議案番号 議案等 議案等の内容 審議結果
議案第 1号 西興部村特別職の職員で常勤

のものの給与及び旅費に関す
る条例の一部を改正する条例
の制定について

　元職員が現職中に管理職という立場でありなが
ら、外部関係団体会計からの横領事件を起こして
逮捕されたことを受け、管理監督責任を明確にす
るため村長及び副村長自らの給料を減額するた
め、条例の一部改正について審議しました。
（改正内容）
村　長：令和 6年 10 月 1 日から 2ヶ月（30％減）
副村長：令和 6年 10 月 1 日から 2ヶ月（20％減）

原案可決

議案第 2号 西興部村国民健康保険条例の
一部を改正する条例の制定に
ついて

　行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法
律の施行に伴う、条例の一部改正について審議し
ました。

原案可決

議案第 3号 財産の取得について 　去る 9月 12 日に見積合わせを実施した、「西興
部歯科診療所デジタルＸ線装置」の購入について、
条例で定める金額を超えることから、下記の内容
について審議しました。
（取得の目的）西興部歯科診療所医療機器購入
（取得する財産及び数量）デジタルＸ線装置　一式
（取得の方法）随意契約（1者随意契約）　　
（取得金額）9,200,000 円
（取得契約の相手方）北海道歯科産業株式会社
　　　　　　　　　 代表取締役　山田　哲哉　

原案可決

議案第 4号 令和 6年度西興部村一般会計
補正予算案について

一般会計補正予算（第 9号）
　10 月以降の実施を予定している新型コロナワ
クチン予防接種費用の負担軽減を図るための助成
費用や令和 5年度一般会計決算剰余金にかかる財
政調整基金への積立金などの増額補正について審
議しました。
（補正額）4,709 万 9,000 円
（補正後予算総額）27 億 8,428 万 6,000 円

原案可決

議案第 5号 令和 6年度西興部村国民健康
保険事業特別会計補正予算案
について

国民健康保険事業特別会計補正予算（第 2号）
　令和 5年度の事業費確定に伴い、既に交付済み
の負担金及び交付金の返還等にかかる増額補正に
ついて審議しました。
（補正額）178 万 3,000 円
（補正後予算総額）1億 80 万円

原案可決

議案第 6号 令和 6年度西興部村後期高齢
者医療特別会計補正予算案に
ついて

後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号）
　令和 5年度の決算確定により繰越金を増額し、
財源調整しました。

原案可決

議案第 7号 令和 6年度西興部村介護保険
特別会計補正予算案について

介護保険特別会計補正予算（第 2号）
　令和 5年度分の介護保険給付費および地域支援
事業費の実績額確定に伴う還付経費にかかる増額
補正について審議しました。
（補正額）435 万円
（補正後予算総額）1億 2,140 万円

原案可決

議案第 8号 令和 6年度西興部村簡易水道
事業補正予算案について

簡易水道事業会計補正予算（第 1号）
　収益的収入及び支出において、口座振込手数料
などの必要経費にかかる増額補正について審議し
ました。
（補正額）10 万 8,000 円
（補正後予算総額）9,914 万円 8,000 円

原案可決

議案第 9号 令和 6年度西興部村下水道事
業補正予算案について

下水道事業会計補正予算（第 1号）
　収益的収入及び支出において、口座振込手数料など
の必要経費にかかる増額補正について審議しました。
（補正額）9万 9,000 円
（補正後予算総額）9,520 万円 9,000 円

原案可決
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議案番号 議案等 議案等の内容 審議結果
意見書案第 1号 国土強靱化に資する社会資本

整備等に関する意見書につい
て

　本年発生した能登半島地震や切迫する日本海溝・
千島海溝沿いの巨大地震を踏まえ、高規格道路から
市町村道に至る道路網の整備や老朽化対策など、国
土強靱化の取組をより一層推進することを国に求
める意見書について議会として提案しました。
（提出者）吉水　一男議員
（賛成者）河田　　宙議員

原案決定

別表1　工事請負契約の締結について
入札等
執　行
年月日

工　事　名　等 相　手　側 締　結
年月日

工期限
年月日

契約金額
（円）

予定価格
（円）

R6.8.1 森 林 基 幹 道 札 滑
ウエンシリ線法面改良工事 ㈱ 大 西 組 R6.8.5 R6.12.10 7,128,000 7,282,000

R6.9.4 村内イントラネットワーク
機 器 更 新 工 事

東日本電信電話
株 式 会 社 R6.9.10 R7.3.19 30,800,000 31,680,000

R6.9.10 村 有 林 シ ナ ノ キ 植 栽 事 業 オ ホ ー ツ ク
中 央 森 林 組 合 R6.9.10 R6.11.30 3,300,000 3,427,600

R6.9.12
令 和 ６ 年 度 草 地 分
（ 令 和 ５ 年 度 補 正 予 算 ）
エゾシカ侵入防止電気柵購入

サージミヤワキ㈱
札 幌 市 営 業 所 R6.9.12 R6.10.30 3,486,560 3,565,100

別表2　令和6年度村表彰者一覧表
（敬称略）

表彰の種類
被　表　彰　者

表　　彰　　の　　事　　由
住　所 氏　　名

勤続表彰 奥興部 古川　　　彰 教育委員、農業委員、民生委員を通じ12年以上勤続されました。

勤続表彰 西興部 島　　　洋子 選挙管理委員、有線テレビ審議委員を通じ12年以上勤続されました。

勤続表彰 西興部 佐々木　富幸 スポーツ推進委員、マルチメディア事業推進委員、人権擁護委員を通
じ15年以上勤続されました。

奨励表彰 上興部 上興部林業グループ
地域振興に必要な林業生産技術の研究、地域活動として村おこし祭に
おける｢木こり競争｣の実施など永きにわたる活動を通して村の産業振
興に寄与されました。

第
三
回
定
例
会

一
般
質
問

■
人
材
確
保
対
策
に
つ
い
て

�

（
質
問
者　

大
原
敏
彦
議
員
）

日
本
全
体
が
労
働
力
不
足
に
陥
っ
て

い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
労
働
力
の
中

心
と
し
て
生
産
活
動
を
支
え
る
年
齢

を
「
生
産
年
齢
人
口
」
と
い
う
の
で
す

が
、
そ
の
人
口
が
減
少
し
続
け
て
い
る

現
状
で
あ
り
、
各
会
社
が
貴
重
な
労
働

力
を
奪
い
合
う
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
、
小
規
模
自
治
体
で
あ
る
本
村
の
生

活
環
境
は
、
就
労
す
る
方
か
ら
見
て
、

不
便
と
感
じ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
村
内
の
企
業
に

お
い
て
求
人
が
大
変
厳
し
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
一
部
の
会
社
で
は
、
一
定
の
期

間
就
業
す
る
こ
と
で
償
還
金
を
免
除
す

る
「
就
職
準
備
金
」
を
付
与
し
、
採
用

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
で
は
厳
し
い
状
況
と
の
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。

さ
て
、
就
職
先
を
決
め
る
際
、
一
番

の
決
め
手
は
労
働
条
件
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
労
働
時
間
、
残
業
、
給
与
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
な
ど
、
労
働
環
境
が

整
っ
て
い
る
会
社
が
選
ば
れ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

先
ほ
ど
述
べ
ま
し
た
が
、
小
規
模
自

治
体
の
本
村
は
、
若
者
が
遊
ぶ
、
買
い

物
、
飲
食
す
る
場
が
少
な
く
、
不
便
を

感
じ
る
感
じ
、
敬
遠
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

そ
こ
で
村
内
の
会
社
に
就
職
し
た

ら
、
不
便
は
変
わ
ら
な
い
が
、
そ
れ
を

少
し
で
も
補
う
よ
う
な
、
例
え
ば
、
給

与
上
乗
せ
、
へ
き
地
手
当
、
給
食
手

当
、
特
別
休
暇
な
ど
の
労
働
条
件
を
検

討
し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
村
が
助
成

し
、
後
押
し
す
る
制
度
を
早
期
に
検
討

し
て
い
か
な
い
と
、
人
材
不
足
で
村
内

の
会
社
の
存
続
が
厳
し
く
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
他
の
市
や
町
の
会

社
と
は
っ
き
り
と
わ
か
る
、
差
別
化
を

図
る
労
働
力
確
保
対
策
が
急
務
と
考
え

ま
す
が
村
長
の
お
考
え
を
お
聞
き
し
ま

す
。

�

（
答
弁　

菊
池
村
長
）

た
だ
い
ま
の
大
原
議
員
の
ご
質
問
に

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

日
本
の
人
口
は
二
〇
〇
八
年
（
平
成

二
〇
年
）
の
一
億
二
八
〇
八
万
人
を
ピ

ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
お
り
、
一
五
歳

か
ら
六
四
歳
ま
で
の
生
産
年
齢
人
口

は
、
そ
れ
よ
り
前
の
一
九
九
五
年
（
平

成
七
年
）
の
八
七
一
六
万
人
を
ピ
ー
ク

に
減
少
に
転
じ
、
二
〇
二
〇
年
（
令
和

二
年
）
で
は
七
四
〇
六
万
人
で
、
こ
の

二
五
年
で
一
三
一
〇
万
人
も
の
人
数
が

減
少
し
て
お
り
ま
す
。
人
口
減
少
が
今

後
も
続
く
中
、
生
産
年
齢
人
口
も
当
然

減
少
し
、
二
〇
五
〇
年
に
は
ピ
ー
ク
時
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の
六
割
程
度
ま
で
減
少
す
る
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

村
内
に
お
け
る
生
産
年
齢
人
口
に
つ

き
ま
し
て
は
、
国
の
ピ
ー
ク
だ
っ
た
一

九
九
五
年
に
七
一
六
人
で
し
た
が
、
二

〇
二
〇
年
に
は
五
七
六
人
と
な
り
、
二

〇
五
〇
年
に
は
三
〇
六
人
に
な
る
と
推

計
（
社
人
研
Ｒ
五
推
計
）
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
は
、
地
域
に

お
け
る
労
働
力
不
足
に
さ
ら
に
拍
車
を

か
け
る
も
の
で
あ
り
、
生
産
の
継
続
や

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難
に
な
る
な

ど
、
事
業
所
自
体
の
存
続
危
機
に
つ
な

が
り
、
そ
れ
は
将
来
的
に
村
の
存
続
に

も
関
わ
る
大
変
重
要
な
問
題
で
あ
り
、

優
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
人
材
確
保
に
対
す
る
支
援
策

で
あ
り
ま
す
が
、「
に
し
お
こ
っ
ぺ
福

祉
会
」
に
対
し
ま
し
て
は
、
奨
学
金
貸

与
や
就
職
準
備
金
貸
与
、
人
材
紹
介
会

社
等
を
活
用
し
て
人
材
確
保
し
た
際
の

支
援
、
外
国
人
介
護
福
祉
人
材
育
成
支

援
協
議
会
へ
の
参
加
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
楽
器
工
業
に
対
し
ま

し
て
は
、
技
術
者
確
保
の
た
め
の
就
職

準
備
金
貸
与
へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
今
年
度
初
め
て
の
取
り
組
み
と
な

る
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
人
材
確
保
に
も

新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
農
業
で
は
、
新
規
就
農
者
に

対
す
る
支
援
が
あ
り
、
そ
の
他
の
支
援

で
は
、
起
業
に
対
す
る
支
援
や
従
業
員

用
住
宅
建
設
に
対
す
る
事
業
所
へ
の
支

援
な
ど
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

さ
て
、
ご
質
問
に
あ
り
ま
す
、「
他

の
市
や
町
の
会
社
と
は
っ
き
り
と
分
か

る
差
別
化
を
図
る
労
働
力
確
保
対
策
が

急
務
と
考
え
る
が
」
と
の
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
村
内
の
大
き
な
雇
用
の
場

で
あ
る
、
に
し
お
こ
っ
ぺ
福
祉
会
及
び

オ
ホ
ー
ツ
ク
楽
器
工
業
の
人
材
確
保
対

策
に
関
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
支

援
を
引
き
続
き
継
続
す
る
と
と
も
に
、

支
援
の
拡
充
な
ど
が
必
要
な
の
か
、
関

係
者
と
の
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
事
業
所

に
対
し
ま
し
て
は
、
労
働
条
件
や
給
与

体
系
な
ど
は
事
業
所
ご
と
に
異
な
る
こ

と
か
ら
一
律
の
支
援
は
難
し
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
が
、
例
え
ば
、
資
格
取
得

や
研
修
に
対
す
る
支
援
、
事
務
所
や
休

憩
室
な
ど
環
境
改
善
に
対
す
る
支
援
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
所
に
お
い
て
人
材
確
保
に
向
け
て

必
要
な
支
援
は
何
か
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
が

な
い
よ
う
に
関
係
者
と
意
見
交
換
の
場

を
設
け
る
な
ど
し
て
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
村
と
し
て
可
能
な
支
援
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�

（
再
質
問
）

答
弁
の
中
で
、
支
援
の
拡
充
な
ど
が

必
要
な
の
か
、
関
係
機
関
と
協
議
を
進

め
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
協
議
の
中
で

具
体
的
な
支
援
の
要
求
が
あ
っ
た
場

合
、
令
和
七
年
度
の
予
算
に
反
映
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
ど
う
か
お
聞
き
し
ま

す
。

�

（
再
答
弁
）

来
年
度
に
向
け
て
の
予
算
要
求
が
こ

れ
か
ら
各
課
で
始
ま
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
が
、
地
域
懇
談
会
等
も
含
め
ま
し

て
、
人
材
確
保
に
向
け
て
の
対
策
等
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
が
ど
の
よ

う
な
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
か
、
や
は

り
個
人
的
な
従
業
員
の
給
与
待
遇
に
対

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
直
接
村
が
と

い
う
こ
と
に
は
な
か
な
か
難
し
い
状
況

で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
西
興

部
村
が
存
続
す
る
た
め
の
各
事
業
所
な

り
企
業
等
の
考
え
方
を
基
に
協
議
し
な

が
ら
、
そ
こ
に
村
の
支
援
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
で
き
る
限
り
来

年
度
の
予
算
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
い

た
し
ま
し
て
も
各
企
業
と
の
意
見
交
換

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
の
こ
と
に
つ

い
て
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

■
西
興
部
村
の
今
後
の
教
育
体
制
に
つ

い
て

�

（
質
問
者　

大
原
敏
彦
議
員
）

西
興
部
村
の
今
後
の
教
育
体
制
に
つ

い
て
質
問
し
ま
す
。

令
和
三
年
第
三
回
定
例
会
に
お
い

て
、
山
本
議
員
が
ス
モ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
た
特
色
あ
る
教
育
に
つ
い
て

質
問
さ
れ
、「
義
務
教
育
の
九
年
間
に

お
い
て
、
系
統
性
と
発
達
段
階
に
応
じ

た
連
続
性
を
も
っ
て
指
導
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
地
域
の

実
状
や
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
育
ち
の

現
状
と
課
題
を
的
確
に
把
握
し
、
そ
れ

ら
の
課
題
解
決
の
た
め
の
効
果
的
な
手

段
と
し
て
小
中
一
貫
教
育
に
取
り
組
む

の
か
を
今
後
丁
寧
に
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
と
」
答
弁
し
、
議
員

の
再
質
問
に
対
し
、「
保
育
所
で
の
子

ど
も
た
ち
の
生
活
と
い
う
の
は
大
変
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
九
年
プ
ラ
ス
二
年
三
年
と
い
う
形

で
村
な
ら
で
は
の
教
育
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。」
と
答

弁
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

山
本
議
員
の
一
般
質
問
か
ら
既
に
三

年
が
経
過
し
、
十
分
な
期
間
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が

さ
れ
、
今
後
村
の
教
育
体
制
で
い
く
こ

と
が
最
善
な
方
策
な
の
か
、
わ
か
り
や

す
い
表
現
で
答
弁
願
い
ま
す
。

�

（
答
弁　

飯
束
教
育
長
）

西
興
部
村
の
教
育
に
お
い
て
は
、
小

中
学
校
の
義
務
教
育
九
年
間
を
見
通
し

た
目
指
す
子
ど
も
像
や
教
育
課
程
な
ど

を
共
有
し
、
学
習
指
導
な
ど
の
一
貫
性

に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た

め
、
学
校
間
の
連
携
強
化
に
努
め
、

個
々
の
児
童
生
徒
の
実
態
を
共
有
し
、

児
童
生
徒
の
学
習
内
容
で
つ
ま
ず
き
や

す
い
部
分
に
長
期
的
な
視
点
か
ら
き
め

細
や
か
な
学
習
指
導
の
工
夫
・
改
善
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
て
、
質
問
に
あ
り
ま
す
「
ど
の
よ

う
な
検
討
が
な
さ
れ
、
今
後
の
村
の
教

育
体
制
に
つ
い
て
」
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
保
育
所
と
は
、
第
五
期
総
合
計
画

の
実
施
計
画
に
位
置
づ
け
て
い
る
「
外

国
語
教
育
の
充
実
」
を
図
る
た
め
、
令

和
四
年
度
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
協
議
を
行
い
そ

の
結
果
と
し
て
「
英
語
あ
そ
び
教
室
」

を
月
一
回
か
ら
二
回
の
頻
度
で
実
施

し
、
令
和
五
年
度
以
降
も
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の

協
議
を
経
て
月
二
回
実
施
さ
れ
、
英
語

教
育
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
四
年
度
よ
り
、
村
教
育

委
員
会
が
主
導
し
、
保
育
士
と
小
学
校

教
員
と
の
交
流
機
会
を
確
保
し
、
保
育

所
と
学
校
が
情
報
共
有
を
行
う
体
制
を

構
築
し
、
小
学
校
教
育
へ
の
円
滑
な
連

携
と
接
続
を
目
指
す
「
ス
タ
ー
ト
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」
の
充
実
を
図
り
、
入
学
後

の
各
教
科
で
学
習
が
円
滑
に
接
続
さ
れ

る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

義
務
教
育
九
年
間
の
学
び
に
関
し
て

は
、「
小
中
一
貫
教
育
」
や
「
義
務
教

育
学
校
」
と
い
う
言
葉
だ
け
が
先
走
り

し
て
、
特
別
な
内
容
の
教
育
が
実
施
さ

れ
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
懸
念
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
村
に
お
け

る
小
中
一
貫
教
育
は
、
教
師
の
乗
り
入

れ
授
業
や
小
中
学
校
が
合
同
で
行
事
を

行
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
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ま
で
の
小
学
校
と
中
学
校
の
教
育
内
容

を
基
本
と
し
、
学
校
間
で
の
理
解
を
深

め
、
小
中
学
校
の
共
通
性
と
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
教
育
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。

令
和
四
年
度
は
、
村
校
長
会
に
お
け

る
意
見
交
換
や
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
教
育
局

義
務
教
育
指
導
監
を
講
師
と
し
た
研
修

会
の
開
催
、
村
立
小
中
学
校
教
職
員
に

よ
る
村
学
校
教
育
振
興
協
議
会
の
部
会

で
の
教
科
の
課
題
検
討
な
ど
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
小
学
校
の
音
楽
授
業

を
中
学
校
教
員
が
指
導
を
お
こ
な
う
乗

り
入
れ
授
業
の
実
施
や
、
中
学
校
教
員

が
小
学
校
の
授
業
を
参
観
す
る
な
ど
、

学
校
間
の
積
極
的
な
交
流
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
五
年
度
に
は
、
村
学
校

教
育
振
興
協
議
会
と
連
携
し
て
、
義
務

教
育
九
年
間
の
学
校
目
標
を
設
定
し
、

系
統
性
・
連
続
性
を
強
化
し
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
や
単
元
配
当
表
等
の
編
成
を
お

こ
な
い
、
小
中
連
携
と
小
中
一
貫
教
育

の
中
核
を
な
す
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」、「
学
習
規
律
」、「
学
習
ス
タ
イ

ル
」、「
家
庭
学
習
」
の
四
つ
の
部
門
の

協
議
を
進
め
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
オ

ホ
ー
ツ
ク
教
育
局
義
務
教
育
指
導
監
に

よ
る
指
導
・
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
教

育
課
程
や
指
導
計
画
等
の
作
成
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
令
和
六
年
度
に
お
い
て

も
、
全
教
員
を
対
象
と
し
た
小
中
学
校

教
育
研
修
会
の
開
催
や
、
英
語
の
乗
り

入
れ
授
業
の
実
施
と
小
中
学
校
教
職
員

間
の
授
業
参
観
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
み
な
が
ら
、
村
に
お
け
る
小
中
一
貫

教
育
の
方
向
性
を
示
す
「
西
興
部
村
小

中
一
貫
教
育
の
基
本
方
針
（
案
）」
の

策
定
に
向
け
て
、
村
教
育
委
員
や
校
長

会
と
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
教
育
の
質
の
さ
ら
な
る
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

最
後
に
、
小
中
一
貫
教
育
の
学
校
施

設
形
態
に
は
、
施
設
一
体
型
の
義
務
教

育
学
校
と
施
設
隣
接
型
・
分
離
型
の
小

中
一
貫
型
小
・
中
学
校
の
二
種
類
が
あ

り
ま
す
。
今
後
の
児
童
生
徒
数
を
考
慮

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
基
づ
い
た
実

施
方
法
に
つ
い
て
、
学
校
設
置
者
や
村

学
校
教
育
振
興
協
議
会
、
村
学
校
運
営

協
議
会
、
及
び
村
議
会
、
並
び
に
村
民

の
皆
様
の
ご
意
見
な
ど
も
反
映
し
な
が

ら
、
最
適
な
学
校
施
設
形
態
に
移
行
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�

（
再
質
問
）

三
点
ほ
ど
再
質
問
い
た
し
ま
す
。

三
年
前
の
山
本
議
員
の
質
問
か
ら
ち

ょ
う
ど
三
年
、
令
和
三
年
の
第
三
回
の

定
例
会
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
質
問

が
さ
れ
た
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
記
憶

し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
間
、
何
の
経
過
説
明
も
な
か
っ

た
か
の
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
な
形
で
進
め
て
い
た
の
か
と
い
う
こ

と
を
ご
説
明
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
点
目
、
一
貫
教
育
の
基
本
案
の
策

定
に
向
け
、
関
係
機
関
に
よ
り
進
め
て

い
る
と
申
し
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な

検
討
を
さ
れ
て
い
る
か
、
何
点
か
絞
っ

て
ご
説
明
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
点
目
、
時
間
が
経
過
す
る
の
は
早

く
、
早
期
に
方
針
を
決
定
し
な
け
れ

ば
、
恩
恵
を
受
け
な
い
児
童
生
徒
が
ど

ん
ど
ん
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
の

で
、
何
年
度
ま
で
検
討
し
て
い
く
の

か
。
と
い
う
の
は
あ
る
程
度
期
間
を
切

っ
て
や
ら
な
い
と
、
ダ
ラ
ダ
ラ
と
い
う

ふ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
い

ま
す
。
期
間
を
あ
る
程
度
明
示
し
な
い

と
、
校
長
も
変
わ
り
、
教
員
も
変
わ
り

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
い

ま
す
の
で
、
簡
潔
に
答
弁
願
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

�

（
再
答
弁
）

ま
ず
一
点
目
の
経
過
説
明
が
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
お
答
え
い
た

し
ま
す
。

議
会
に
対
し
て
は
、
直
接
こ
の
小
中

一
貫
教
育
に
つ
い
て
の
経
過
な
ど
は
説

明
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
教
員
と
の
中

で
、
学
校
長
を
中
心
と
し
て
内
部
的
な

事
務
を
詰
め
な
が
ら
色
々
な
課
題
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
辺

を
精
査
す
る
中
で
よ
う
や
く
小
中
一
貫

教
育
の
基
本
方
針
案
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
届
い
た
と
。

た
だ
し
、
小
中
一
貫
教
育
は
、
今
ま

で
も
そ
れ
を
元
に
教
育
行
政
を
や
っ
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
中
で
、
現
場

の
方
で
で
き
る
こ
と
は
、
現
場
の
方
で

早
く
取
り
組
む
よ
う
な
形
で
、
必
要
に

応
じ
て
保
護
者
な
ど
に
も
説
明
し
な
が

ら
や
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
今
後

は
小
中
一
貫
教
育
の
基
本
方
針
が
固
ま

り
次
第
、
議
会
の
方
に
も
説
明
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

二
番
目
の
小
中
一
貫
教
育
の
基
本
方

針
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
内
容
的
に

は
、
村
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
村

の
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
方
向
性
を
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、

ま
た
、
他
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
小
中

一
貫
の
課
題
な
ど
を
整
理
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
小
中
一
貫
教
育
の
目
的
、
そ

れ
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
育
て
て
い
た
だ

き
た
い
姿
と
い
う
も
の
も
明
確
に
し
な

が
ら
、
そ
の
取
り
組
み
を
明
示
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
小
中
一
貫
、
ま
た
方
法
に
つ

い
て
も
、
義
務
教
育
学
校
、
小
中
隣
接

型
の
小
中
一
貫
、
学
校
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ど
う
い
う
方
法
が
、
う
ち
の
村
の

子
供
た
ち
に
と
っ
て
最
適
な
の
か
と
い

う
こ
と
も
、
こ
の
中
で
示
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小
中
一
貫
の
教
育
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
す
が
、
こ
ち
ら
の
方
も
ダ
ラ
ダ
ラ
や

る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
方
針
を
決
め
た
中
で
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
学
校
と
も
協
議
を
し
、
年
数

に
つ
い
て
は
、
色
々
な
形
態
を
と
る
こ

と
に
よ
っ
て
お
金
や
場
所
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
と
協
議
し

な
が
ら
、
期
間
を
決
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

�

（
再
々
質
問
）

義
務
教
育
の
九
年
間
プ
ラ
ス
保
育
の

二
年
三
年
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
村
と
し
て
ど
の
よ
う
な
考

え
方
が
あ
る
の
か
を
お
聞
き
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

�

（
再
々
答
弁
）

保
育
所
を
含
め
た
教
育
体
制
に
つ
い

て
の
教
育
長
と
し
て
の
考
え
方
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
を
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
お

り
ま
し
て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

て
、
管
理
側
で
あ
る
村
長
部
局
と
も
協

議
し
な
が
ら
、
九
年
プ
ラ
ス
三
年
と
い

う
教
育
を
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

こ
の
村
で
は
、
遊
び
や
生
活
を
通
し

て
一
体
的
に
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
が
大

事
と
考
え
て
お
り
、
特
色
あ
る
取
り
組

み
、
例
え
ば
、
小
学
校
へ
出
向
い
て
実

施
し
て
い
る
英
語
、
そ
れ
か
ら
木
育
。

そ
の
辺
は
昨
年
度
か
ら
本
格
的
に
実
践

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、
村
長
部
局
と
も
協
議

を
し
な
が
ら
、
方
向
性
な
り
を
検
討
し

て
い
く
よ
う
な
形
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
教
育
に
対
し
て
は
、
や
っ
ぱ
り
連



広報にしおこっぺ（7）

携
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
賜
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
公
営
住
宅
で
の
ペ
ッ
ト
飼
育
の
認
可

に
つ
い
て

�

（
質
問
者　

佐
久
間
純
一
議
員
）

現
在
、
村
内
の
公
的
な
住
宅
で
は
、

原
則
と
し
て
、
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト

の
飼
育
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
飼

育
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

飼
育
し
た
場
合
は
、
退
去
勧
告
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
強
制
退
去
や
高
額
な
損
害
賠
償
を

支
払
う
こ
と
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
全
国
の
一
部
で
は
、
ペ
ッ

ト
の
飼
育
も
可
能
な
地
域
も
あ
る
よ
う

で
す
。

民
間
企
業
が
実
施
し
た
調
査
で
は
、

二
〇
二
四
年
四
月
現
在
で
、
全
国
で
ペ

ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
人
は
「
二
八
・
六

％
」
と
、
年
々
、
ペ
ッ
ト
と
共
に
生
活

し
た
い
と
思
う
人
が
増
え
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
、
テ
レ
ビ
や
雑

誌
な
ど
で
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
に
よ
る

健
康
効
果
が
特
集
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
犬
や
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
と

触
れ
合
う
こ
う
と
が
、
心
身
の
健
康
に

良
い
影
響
を
与
え
る
と
考
え
て
い
る
人

も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
少
子
高
齢
化
を
要
因
と
し

た
人
口
減
少
は
、
全
国
の
過
疎
地
で
急

速
に
進
ん
で
お
り
、
本
村
で
も
昨
年
、

人
口
が
一
〇
〇
〇
人
を
割
り
込
む
な

ど
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

西
興
部
村
は
、
自
然
豊
か
で
、
ペ
ッ

ト
と
過
ご
す
に
は
最
適
な
場
所
だ
と
思

い
ま
す
。
若
者
や
夫
婦
で
ペ
ッ
ト
と
共

に
「
快
適
」
な
場
所
で
生
活
し
た
い
と

考
え
て
い
る
人
は
必
ず
い
る
と
思
い
ま

す
。
人
口
の
維
持
確
保
が
重
要
で
あ
る

な
か
、
ペ
ッ
ト
を
飼
育
で
き
る
住
宅
が

無
い
と
い
う
理
由
で
、
村
へ
の
移
住
が

実
現
し
な
か
っ
た
り
、
転
出
し
て
し
ま

っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
た
ら
、

大
変
残
念
な
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
質
問
で
す
が
、
現
在
の
公
住

を
、
ペ
ッ
ト
を
飼
育
で
き
る
公
住
と
し

て
整
備
す
る
な
ど
し
て
、
ペ
ッ
ト
飼
育

の
認
可
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
村
の

考
え
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
答
弁
菊
池
村
長
）

誰
も
が
居
住
で
き
る
公
共
住
宅
は
、

ペ
ッ
ト
ア
レ
ル
ギ
ー
や
鳴
き
声
、
糞
尿

の
不
始
末
な
ど
、
共
同
生
活
の
場
と
し

て
、
多
く
の
自
治
体
で
は
ペ
ッ
ト
の
飼

育
を
禁
止
し
て
お
り
、
本
村
に
お
い
て

も
「
公
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
」
に
よ
り
、
入
居
者
は
、
周

辺
の
環
境
を
乱
し
、
又
は
他
に
迷
惑
を

及
ぼ
す
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

規
定
し
、
同
条
例
施
行
規
則
に
、
犬
、

猫
そ
の
他
著
し
く
他
人
の
平
穏
を
害

し
、
又
は
他
人
に
不
快
感
を
与
え
る
動

物
を
公
営
住
宅
又
は
そ
の
敷
地
内
で
飼

育
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
旨
、
具
体
的

に
規
制
し
て
お
り
、
入
居
者
の
方
々
に

は
快
適
で
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
生
活
が
営

め
る
よ
う
、
公
営
住
宅
で
の
ペ
ッ
ト
飼

育
を
原
則
禁
止
と
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。一

方
、
社
会
的
に
は
、
ペ
ッ
ト
セ
ラ

ピ
ー
の
注
目
と
と
も
に
、
ペ
ッ
ト
の
考

え
方
も
変
化
し
て
き
て
お
り
、
少
子
高

齢
化
を
背
景
と
す
る
核
家
族
化
が
進
む

中
、
家
族
の
一
員
と
し
て
扱
う
べ
き
と

し
た
考
え
も
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
こ

と
も
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
村
内
に
お
け
る
人
材
確
保
が

非
常
に
厳
し
い
状
況
下
で
、
従
来
か
ら

飼
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
を
飼
育
で
き
る
住

宅
が
な
い
こ
と
か
ら
、
村
内
で
働
く
こ

と
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な

っ
た
事
例
も
生
じ
て
い
る
よ
う
で
、
ペ

ッ
ト
飼
育
が
で
き
る
住
宅
の
必
要
性
が

問
わ
れ
る
時
代
背
景
に
あ
る
こ
と
も
認

識
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ペ
ッ
ト
に
対
す
る

見
解
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
鳴
き

声
、
動
物
臭
に
対
す
る
不
快
感
な
ど
、

全
て
の
入
居
者
が
ペ
ッ
ト
飼
育
を
容
認

で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
ペ

ッ
ト
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
持
ち
の
方
で
も

安
心
し
て
居
住
で
き
る
住
宅
の
確
保
も

必
要
と
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
課
題
が

あ
る
の
も
事
実
で
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
公
営
住
宅
全
て

を
ペ
ッ
ト
可
能
住
宅
と
す
る
こ
と
は
、

こ
の
先
も
困
難
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
や
課
題

を
整
理
し
、
飼
育
可
能
動
物
等
の
飼
育

基
準
を
作
成
し
、
近
隣
入
居
者
の
同
意

を
得
な
が
ら
、
一
部
の
住
宅
に
限
定
し

た
ペ
ッ
ト
可
能
住
宅
の
設
置
に
向
け
、

検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

�

（
再
質
問
）

前
向
き
の
回
答
を
い
た
だ
い
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
い
ま
の
答
弁

に
、
当
然
な
が
ら
近
隣
入
居
者
の
同
意

を
得
な
が
ら
一
部
の
住
宅
に
限
定
し
た

ペ
ッ
ト
可
能
住
宅
の
設
置
に
向
け
、
検

討
し
て
い
た
だ
け
る
回
答
を
も
ら
い
ま

し
た
が
、
ペ
ッ
ト
と
と
も
に
使
用
で
き

る
公
営
住
宅
が
果
た
し
て
あ
る
の
か
と

い
う
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
整
備
す
る
の
に
、
あ
る
程
度

の
時
間
を
要
す
る
場
合
は
、
数
年
に
か

け
て
検
討
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
ど
う

か
、
再
質
問
い
た
し
ま
す
。

�

（
再
答
弁
）

最
近
は
ペ
ッ
ト
を
家
族
と
し
て
一
緒

に
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
が
、
時
代
背
景

か
ら
い
い
ま
し
て
も
、
相
当
認
知
さ
れ

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
公
営

住
宅
で
あ
っ
て
も
ペ
ッ
ト
飼
育
を
認
め

る
必
要
性
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
や
は
り
ペ
ッ
ト
を

飼
わ
な
い
方
と
一
緒
に
、
飼
う
方
と
住

ま
わ
せ
る
と
い
う
の
は
非
常
に
難
し
い

問
題
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の
で
、

最
近
で
は
人
口
減
少
と
と
も
に
住
宅
に

空
き
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
例

え
ば
同
じ
住
宅
で
も
棟
が
分
か
れ
て
い

る
よ
う
な
住
宅
を
ペ
ッ
ト
飼
育
で
き
る

よ
う
な
住
宅
に
改
善
し
て
い
く
よ
う
な

方
向
も
含
め
な
が
ら
、
な
る
べ
く
既
存

の
住
ま
れ
て
い
る
方
々
に
迷
惑
の
か
か

ら
な
い
中
で
検
討
し
な
が
ら
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
す
ぐ
来
年
度

か
ら
用
意
で
き
る
か
は
難
し
い
わ
け
で

あ
り
ま
す
が
、
今
後
時
間
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
モ

デ
ル
的
に
で
も
で
き
る
よ
う
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

■
人
口
減
少
と
そ
の
影
響
、
対
策
に
つ

い
て

�

（
質
問
者　

河
田
宙
議
員
）

日
本
全
体
の
人
口
減
少
が
進
む
中
、

北
海
道
に
お
い
て
は
今
年
一
月
一
日
時

点
で
北
海
道
の
人
口
は
五
六
〇
〇
〇
人

減
少
し
、
五
〇
三
万
人
と
な
り
ま
し

た
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
人
口
で
は
四
二

二
二
人
減
と
な
り
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内

に
お
い
て
西
興
部
村
の
増
減
率
は
マ
イ

ナ
ス
四
・
七
六
％
と
他
市
町
村
の
中
で

も
一
番
減
少
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
北
海
道
の
都
市
札
幌
に
お
い
て
も

例
外
で
は
な
く
、
日
本
人
が
四
八
〇
〇

人
減
、
旭
川
市
が
マ
イ
ナ
ス
四
〇
三
四

人
（
日
本
人
の
み
で
）、
他
の
道
内
の

大
き
な
都
市
を
見
て
も
マ
イ
ナ
ス
と
な
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っ
て
お
り
ま
す
。

先
日
、
私
が
所
用
で
札
幌
定
山
渓
の

ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
際
に
、
レ
ス
ト
ラ

ン
バ
イ
キ
ン
グ
会
場
に
全
体
の
半
分
以

上
外
国
の
方
が
働
い
て
お
り
ま
し
た
。

日
本
人
の
方
を
見
つ
け
出
す
ほ
う
が
難

し
い
位
で
す
。
札
幌
市
内
様
々
な
職
種

に
お
い
て
人
手
不
足
は
深
刻
で
あ
り
、

外
国
人
を
雇
用
し
な
け
れ
ば
維
持
運
営

が
難
し
い
場
所
も
多
い
よ
う
で
す
。
都

市
で
さ
え
人
口
減
少
、
労
働
力
不
足
で

喘
い
で
い
ま
す
。

西
興
部
村
内
に
お
い
て
、
高
齢
者
世

帯
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
が
進
ん
で
お

り
、
行
政
と
共
に
い
か
に
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
保
っ
て
い
く
か
が
非
常
に
大

切
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
町
内

会
は
町
内
会
長
、
他
役
職
に
就
く
方
が

非
常
に
少
な
く
、
町
内
会
の
維
持
運
営

も
困
難
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
加

え
て
町
内
に
あ
る
街
灯
の
電
気
代
の
出

費
が
町
内
会
費
に
多
く
の
割
合
を
締

め
、
町
内
会
行
事
を
行
う
予
算
を
つ
け

る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
す
。

す
で
に
町
内
会
の
運
営
が
限
界
に
来
て

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
以
下

の
通
り
三
点
質
問
致
し
ま
す
。

一
点
目
、
こ
の
人
口
減
少
が
村
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
、
村
長
は
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
ま
す
か
。

併
せ
ま
し
て
、
村
民
が
減
る
こ
と
に

よ
っ
て
町
内
会
費
収
入
が
減
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
街
灯
電
気
代
補

助
が
既
に
八
割
補
助
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
町
内
会
費
を
大
き
く
圧

迫
し
て
い
る
状
況
で
す
。
町
内
会
役
員

の
な
り
手
不
足
、
運
営
自
体
が
限
界
に

近
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
共

助
と
し
て
需
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

町
内
会
の
限
界
が
近
づ
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
弱
体
化

に
つ
い
て
、
街
灯
電
気
代
補
助
の
上
乗

せ
も
含
め
、
西
興
部
村
と
し
て
何
ら
か

の
対
応
は
考
え
て
お
り
ま
す
で
し
ょ
う

か
。二

点
目
、
都
市
部
で
も
労
働
力
不
足

が
深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
。
西
興
部
村

に
お
い
て
も
、
労
働
力
確
保
に
つ
き
ま

し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く

お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
都
市
部
で
外
国
人
労
働
者
の

役
割
が
増
大
し
て
い
る
中
で
、
西
興
部

村
で
も
各
企
業
に
お
い
て
外
国
人
労
働

者
の
受
け
入
れ
を
行
な
っ
て
い
る
、
増

や
し
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
も

外
国
人
労
働
に
関
す
る
質
問
は
致
し
ま

し
た
が
、
昨
年
よ
り
も
村
内
人
口
が
減

っ
て
い
る
現
在
、
外
国
人
の
労
働
力
は

重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
改
め
て
外

国
人
労
働
者
の
入
職
事
一
時
的
な
支
援

の
み
で
な
く
、
継
続
的
雇
用
支
援
策
や

受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
を
考
え
て
お
り

ま
す
か
。
も
し
、
考
え
て
い
る
な
ら

ば
、
ど
の
よ
う
な
支
援
策
を
お
考
え

か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

三
点
目
、
西
興
部
村
の
観
光
施
設
で

あ
る
木
夢
、
花
夢
、
森
夢
、
森
林
公

園
、
興
楽
園
庭
園
な
ど
の
整
備
は
、
村

の
観
光
資
源
と
し
て
、
か
つ
村
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
施
設
を
し
っ
か
り

と
整
備
し
て
い
く
こ
と
は
村
民
の
定
住

に
つ
な
が
る
と
共
に
、
観
光
客
が
増
え

る
こ
と
で
西
興
部
村
の
知
名
度
上
昇
、

村
の
収
入
増
加
に
も
な
り
ま
す
。
そ
の

中
で
、
木
夢
館
内
に
つ
い
て
は
冷
房
を

設
置
し
た
所
で
あ
り
ま
す
が
、
冷
房
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
所
で
遊
ぶ
際
に

暑
す
ぎ
て
と
て
も
遊
べ
る
状
況
で
は
な

い
。
夏
に
一
度
来
た
ら
暑
す
ぎ
た
の

で
、
も
う
夏
に
は
来
な
い
と
思
う
、
と

い
っ
た
声
が
聞
か
れ
て
お
り
ま
す
。
花

夢
に
お
い
て
は
、
道
の
駅
内
に
自
動
販

売
機
以
外
に
め
ぼ
し
い
も
の
が
な
く
、

飲
食
で
き
る
も
の
も
無
い
、
た
だ
ト
イ

レ
に
寄
る
だ
け
と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま

す
。
花
夢
に
は
毎
日
の
よ
う
に
運
送
会

社
の
車
が
休
ん
で
い
る
姿
を
見
ま
す

が
、
ト
イ
レ
や
飲
料
水
の
自
動
販
売
機

し
か
な
け
れ
ば
十
分
体
を
休
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
観

光
で
来
村
さ
れ
る
観
光
客
に
つ
い
て
も

同
様
で
す
。
こ
れ
ら
西
興
部
村
観
光
施

設
の
今
後
の
整
備
や
活
用
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
展
望
を
お
持
ち
で
し
ょ
う

か
？　

観
光
促
進
や
地
域
経
済
の
活
性

化
に
向
け
た
具
体
的
な
計
画
が
あ
れ
ば

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
答
弁　

菊
池
村
長
）

総
務
省
は
、
七
月
二
四
日
に
住
民
基

本
台
帳
に
基
づ
く
今
年
一
月
一
日
時
点

の
人
口
動
態
調
査
を
発
表
し
、
日
本
の

総
人
口
は
、
一
億
二
四
八
八
万
五
一
七

五
人
で
、
前
年
比
△
〇
・
四
二
％
で
五

三
万
一
七
〇
二
人
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

総
人
口
の
う
ち
日
本
人
は
一
億
二
一

五
六
万
一
八
〇
一
人
で
、
前
年
比
△

〇
・
七
〇
％
で
八
六
万
一
二
三
七
人
の

減
で
、
対
前
年
減
少
数
及
び
減
少
率

は
、
昭
和
四
三
年
の
統
計
開
始
以
来
最

大
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
総
人
口
の
う
ち
外
国
人
は
三

三
二
万
三
三
七
四
人
で
、
前
年
比
一

一
・
〇
一
％
で
三
二
万
九
五
三
五
人
の

増
と
な
り
、
日
本
人
住
民
が
減
る
中
、

外
国
人
住
民
が
大
き
く
増
え
て
い
る
状

況
で
あ
り
ま
す
。

道
内
に
お
け
る
減
少
率
は
△
〇
・
八

九
％
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
に
お
け
る
減

少
率
は
△
一
・
五
九
％
と
な
り
、
議
員

の
ご
質
問
に
あ
る
と
お
り
、
本
村
の
減

少
率
は
管
内
最
大
の
△
四
・
七
六
％

で
、
前
年
比
四
九
人
の
減
と
な
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ご
質
問
一
点
目
の
「
人
口
減
少
が
村

に
与
え
る
影
響
」
に
つ
い
て
で
す
が
、

一
概
に
人
口
減
少
と
言
い
ま
し
て
も
、

ど
の
年
代
が
減
少
す
る
か
に
よ
り
、
地

域
に
与
え
る
影
響
は
異
な
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し

て
も
人
口
が
減
る
と
い
う
こ
と
は
、
地

域
に
と
っ
て
ひ
と
つ
も
良
い
こ
と
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
一
年
で
大
き
く
減
少
し
た
要
因

と
し
て
は
、
一
家
五
人
、
六
人
の
世
帯

の
転
出
や
転
勤
に
伴
う
夫
婦
子
ど
も
世

帯
の
転
出
が
多
く
、
一
方
の
転
入
は
ほ

と
ん
ど
が
単
身
者
で
あ
り
、
そ
の
差
に

よ
り
大
き
く
減
少
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。な

お
、
昨
年
の
人
口
動
態
で
は
、
社

会
動
態
が
二
〇
人
の
増
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
減
少
数
は
三
人
で
、
減
少
率
は

管
内
最
少
の
△
〇
・
二
九
％
で
あ
り
ま

し
た
。

次
に
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
弱
体

化
に
つ
い
て
、
街
頭
電
気
代
補
助
の
上

乗
せ
も
含
め
、
村
と
し
て
何
ら
か
の
対

応
を
考
え
て
い
る
か
」
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
弱
体
化
へ
の
何
ら
か
の
対
応
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
内
会
に
つ
き
ま
し
て

は
、
一
定
の
区
域
に
住
所
を
有
す
る
者

の
地
縁
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
団
体

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会
に
お
い

て
道
路
の
清
掃
や
空
き
地
の
草
刈
り
を

行
う
「
環
境
美
化
活
動
」
や
回
覧
板
や

村
の
広
報
な
ど
を
配
布
す
る
「
情
報
伝

達
」、
お
年
寄
り
の
見
守
り
や
災
害
時

の
避
難
誘
導
な
ど
の
「
防
災
活
動
」、

花
見
や
新
年
会
な
ど
の
「
親
睦
活
動
」

な
ど
、
地
域
に
住
む
方
々
が
暮
ら
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
様
々
な
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活
動
を
主
体
的
に
行
う
組
織
で
あ
り
ま

す
。人

口
減
少
の
進
行
に
よ
り
、
様
々
な

制
度
や
仕
組
み
な
ど
が
過
渡
期
を
迎
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
役
員
の
な
り

手
不
足
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
行
政
が

解
決
で
き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
住
民
同
士
が

協
力
し
合
っ
て
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
内
会
活
動
の
活
性
化
に
向
け
て

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
を
図

る
た
め
、
町
内
会
や
地
区
会
、
町
内
会

連
合
会
が
行
う
公
益
性
の
あ
る
活
動
に

対
し
て
支
援
も
盛
り
込
ん
だ
「
美
し
く

住
み
よ
い
活
力
あ
る
む
ら
づ
く
り
応
援

事
業
」
を
令
和
三
年
度
に
創
設
し
、
上

興
部
地
区
の
町
内
会
に
は
毎
年
ご
活
用

い
た
だ
き
、
環
境
美
化
活
動
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
向
け
て
、
町
内

会
等
の
主
体
的
な
活
動
に
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
町
内
会
活
動
が
活
発
に
な
る

の
で
あ
れ
ば
、
制
度
の
拡
充
な
ど
も
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
街
灯
電
気
代
補
助
の
上
乗
せ
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
防
犯
灯
と

し
て
、
町
内
会
の
要
望
に
応
じ
て
設
置

し
、
村
は
設
置
費
用
の
全
額
及
び
電
気

料
の
八
割
を
負
担
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
町
内
会
の
電
気
代
の
一
部
負
担

に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
お

願
い
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
町
内
会
活
動
の
活
性
化
に
向

け
た
支
援
と
は
、
切
り
離
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。次

に
、
二
点
目
の
「
労
働
力
確
保
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い

く
か
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
に
つ

き
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
大
原
議
員
に
お

答
え
し
た
と
お
り
、
人
材
確
保
に
向
け

た
必
要
な
支
援
策
な
ど
を
、
関
係
者
と

協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ま

た
、「
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る

継
続
的
雇
用
支
援
策
や
受
入
態
勢
の
整

備
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在

外
国
人
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い

る
の
は
、
酪
農
業
の
一
五
人
を
は
じ

め
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
楽
器
工
業
で
六
人
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
興
楽
園
」
で

五
人
、
障
害
者
支
援
施
設
「
清
流
の

里
」
で
は
今
月
新
規
の
実
習
生
六
人
が

来
村
し
た
と
お
聞
き
し
て
お
り
、
合
わ

せ
て
三
二
人
の
実
習
生
が
各
事
業
所
で

貴
重
な
人
材
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

昨
年
一
二
月
の
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
河
田
議
員
か
ら
外
国
人
の
受
け
入

れ
に
関
す
る
ご
質
問
を
い
た
だ
き
、
そ

の
中
で
「
外
国
人
実
習
生
の
受
入
先
と

な
る
事
業
所
に
お
け
る
人
材
確
保
の
方

針
が
先
に
あ
る
べ
き
」
と
お
答
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

外
国
人
実
習
生
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
は
、
受
入
先
の
事
業
所
が
主
体
と
な

る
べ
き
で
、
そ
の
方
針
な
ど
を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
人
材
確
保
の
た
め
に

行
政
と
し
て
必
要
な
支
援
は
ど
う
い
っ

た
も
の
な
の
か
、
事
業
所
と
意
見
交
換

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
受
入
態
勢
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
村
と
し
て
は
入
居
さ
れ
る
方

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
住
宅
の
確
保
を

中
心
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

三
点
目
の
「
西
興
部
村
観
光
施
設
の

今
後
の
整
備
や
活
用
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
展
望
を
お
持
ち
で
し
ょ
う

か
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
西
興
部
村
の
観
光
施
設
の
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ハ
ー
ド
面
に
お
い

て
は
、
令
和
四
年
度
か
ら
二
カ
年
で
森

林
公
園
を
整
備
し
、
令
和
元
年
度
か
ら

五
カ
年
に
亘
り
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
「
花

夢
」
造
成
事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま
し

た
。活

性
化
セ
ン
タ
ー
「
森
夢
」
に
お
い

て
は
、
毎
年
必
要
な
修
繕
の
ほ
か
、
備

品
の
入
れ
替
え
等
を
行
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。

日
本
庭
園
「
興
楽
園
」
に
お
い
て

は
、
日
本
庭
園
の
雰
囲
気
を
損
な
わ
な

い
よ
う
に
配
慮
し
、
四
阿
石
貼
り
工
事

等
の
各
種
補
修
工
事
や
シ
カ
侵
入
防
止

柵
の
補
修
な
ど
、
必
要
な
整
備
や
維
持

管
理
に
努
め
て
き
て
お
り
ま
す
。

森
の
美
術
館
「
木
夢
」
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
ウ
ッ
デ
ィ
ス
ク

ー
ル
の
再
開
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
な
ど
各
種
事
業
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
札
幌
や
旭
川
で
の
Ｐ
Ｒ
活

動
に
も
力
を
入
れ
な
が
ら
集
客
に
努
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
度
に
お
い
て
は
、
森
林
公
園
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
を
皮
切
り
に
、

新
し
く
な
っ
た
森
林
公
園
に
数
多
く
の

方
が
来
園
さ
れ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

効
果
が
現
れ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
道
の
駅
「
花
夢
」
に
あ
る

「
か
ら
く
り
オ
ル
ガ
ン
」
は
、
経
年
に

よ
る
不
具
合
で
回
転
装
置
や
人
形
が
動

か
な
い
状
態
で
し
た
が
、
設
置
当
初
の

状
態
に
戻
す
た
め
の
改
修
を
行
い
、
音

楽
に
合
わ
せ
て
動
く
人
形
は
来
館
者
を

楽
し
ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
森
夢
」
に
お
い

て
は
、
調
理
人
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
か
ら
、
お
盆
時
期
か
ら
レ
ス

ト
ラ
ン
を
再
開
し
、
待
ち
わ
び
た
村
内

外
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
必
要
な
施
設
の
修
繕
と
備
品
の
入

れ
替
え
な
ど
を
行
っ
て
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
森
の
美
術
館
「
木
夢
」

の
さ
ら
な
る
集
客
に
向
け
て
、
日
帰
り

圏
内
で
あ
る
旭
川
や
北
見
で
の
Ｐ
Ｒ
活

動
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
西
興
部
村
観
光
施
設
の
整
備

や
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
六
月
の
定

例
議
会
で
吉
水
議
員
の
一
般
質
問
に
お

い
て
も
答
弁
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
昨
年
度
ま
で
に
四
回
開
催
し
た

「
西
興
部
村
の
観
光
を
考
え
る
会
」
の

中
で
新
た
に
施
設
等
を
作
る
の
で
は
な

く
、
今
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
洗
い
出
し

と
、
そ
れ
ら
を
繋
げ
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
観

光
に
特
化
し
た
人
ま
た
は
団
体
が
必
要

で
、
そ
の
活
動
に
対
し
て
村
が
支
援
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。

本
年
度
は
、
観
光
担
当
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
一
緒
に
、
手
法
・
人
手
・

予
算
な
ど
の
課
題
を
整
理
し
て
、
令
和

七
年
度
予
算
に
向
け
て
必
要
な
洗
い
出

し
を
行
な
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
新
た
な
こ

と
を
始
め
る
に
は
も
う
少
し
時
間
が
必

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�

（
再
質
問
）

町
内
会
の
電
気
料
金
の
負
担
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
現
在
八
割
補
助
し
て
も

ら
っ
て
お
り
ま
す
が
、
電
気
料
金
の
や

っ
ぱ
り
値
上
げ
で
か
な
り
き
つ
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
九
割
の
補
助
に
で
き
な

い
か
と
い
う
の
も
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
観
光
施
設
の
今
後
の
展
望
整

備
に
つ
い
て
で
す
が
、
花
夢
の
中
に
、

例
え
ば
Ｌ
Ｅ
Ｄ
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
村

の
映
像
を
流
し
て
Ｐ
Ｒ
を
す
る
と
か
、

あ
と
木
夢
に
つ
い
て
も
ク
ー
ラ
ー
が
付
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い
て
い
な
い
部
分
を
新
た
に
つ
け
る
の

か
、
収
入
と
や
っ
ぱ
り
コ
ス
ト
電
気
代

の
こ
と
を
考
え
る
と
今
の
ま
ま
で
ち
ょ

っ
と
我
慢
し
て
も
ら
う
の
か
に
つ
い
て

ご
返
答
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

あ
と
花
夢
に
つ
い
て
は
、
見
る
だ
け

で
は
な
く
飲
食
休
憩
で
き
る
場
所
と
し

て
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
し
、
か
つ
、
上
興
部
の
住

民
、
特
に
車
が
な
い
方
の
た
め
に
自
動

販
売
機
を
設
置
し
た
り
、
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
コ
ン
ビ
ニ
を
道
の
駅

に
併
設
す
る
と
か
、
車
が
な
く
て
も
上

興
部
地
区
で
も
暮
ら
せ
る
地
域
と
し
て

整
備
を
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

（
再
答
弁
）

ま
ず
一
点
目
、
街
灯
の
電
気
代
の
関

係
で
あ
り
ま
す
が
、
以
前
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

実
施
し
ま
し
て
、
電
気
代
は
四
割
以
上

減
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
価
格
高
騰
等
に
よ
っ
て
電
気
代
が

上
が
っ
て
き
て
い
る
と
い
っ
た
も
の
も

当
然
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
る
の

が
、
一
世
帯
当
た
り
一
〇
〇
〇
円
程
度

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
と
か
そ

の
部
分
は
引
き
続
き
ご
負
担
を
い
た
だ

い
て
、
そ
れ
以
外
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
で
す
と
か
、
町
内
会
の
い
ろ
ん
な
部

分
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
こ

う
と
現
段
階
で
は
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
点
の
観
光
の
関
係

で
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
道
の
駅
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
の
パ
ネ
ル
に
よ
る
広
告
で
す
と
か
、

ま
た
、
飲
食
が
で
き
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
れ
ば
と
い
う
点
で
す
が
、
非
常
に
難

し
い
問
題
で
も
あ
り
ま
し
て
、
ど
な
た

か
が
や
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
に
対
す
る
行
政
の
支
援
と
い

う
の
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、
村
が

直
接
や
っ
て
い
く
と
な
る
と
非
常
に
大

変
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の

辺
は
将
来
に
向
け
た
課
題
と
し
て
少
し

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

あ
と
木
夢
の
ク
ー
ラ
ー
の
関
係
で
あ

り
ま
す
が
、
木
夢
の
島
方
は
設
置
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
必
要

と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
お
そ

ら
く
一
番
大
き
な
広
場
の
遊
ぶ
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
天
井

も
相
当
高
く
、
今
の
施
設
の
ま
ま
で
冷

房
設
備
を
設
置
す
る
と
な
る
と
、
か
な

り
の
経
費
も
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
の
で
、
も
う
少
し
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
等
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
必
要

で
あ
れ
ば
何
ら
か
の
方
法
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

れ
ま
す
。

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
証
明
書
が
お
手
元
に
届
き
ま
し

た
ら
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①�

令
和
６
年
１
月
１
日
～
令
和
６
年
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
→
10
月
下
旬
か

ら
11
月
上
旬
に
か
け
て
順
次
発
送　

②�

令
和
６
年
10
月
１
日
～
令
和
６
年
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
（
①
の
対
象
者

を
除
く
）
→
令
和
７
年
２
月
上
旬

■
「 

秋
の
火
災
予
防
運
動 

」
が
始
ま
り

ま
す
！      

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
10
月
15
日
か

ら
31
日
ま
で
、
全
道
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
住
民
の
皆
様
の
防
火

に
関
す
る
意
識
や
行
動
力
を
高
め
て
頂

く
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を
未
然
に
防

止
し
、
万
が
一
発
生
し
た
場
合
に
も
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
に
よ
り
、

尊
い
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
暖
房
器
具
の

使
用
に
伴
い
、
火
災
の
危
険
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
特
に
暖
房
の
使
い
始
め
の

際
は
、
点
検
や
清
掃
を
行
う
な
ど
、
火

【
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

各
種
お
し
ら
せ

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
つ
く
り
ま

せ
ん
か

令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
、
現
行
の

健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
が
終
了
し
、

保
険
証
の
利
用
登
録
が
さ
れ
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
保
険
証
）
を

利
用
す
る
仕
組
み
に
移
行
し
ま
す
。
マ

イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
は

従
来
の
保
険
証
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

「
資
格
確
認
書
」
が
交
付
さ
れ
る
予
定

で
す
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持

っ
て
い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
つ
く
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方
法

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇�

申
請
方
法
１
：
役
場
住
民
生
活
課
で

申
請
（
持
参
す
る
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
写
真
を
撮
り
ま
す
の
で
必
ず

本
人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
）

◇�

申
請
方
法
２
：
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

て
も
保
険
証
の
利
用
登
録
が
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
保
険
証
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
保
険
証
の
利

用
登
録
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇�

登
録
方
法
１
：
役
場
住
民
生
活
課
で

登
録
（
持
参
す
る
も
の
：
①
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
受
け
取
り
時
に
登
録
し
た
数

字
４
桁
の
暗
証
番
号
）

◇�

登
録
方
法
２
：
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
て
「
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
」
か
ら
登
録

※�

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は
、
政
府
が
運

営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

◇
お
問
い
合
せ　

　

西
興
部
村
役
場
住
民
生
活
課
戸
籍
係

電
話　

８
７
︱
２
１
１
４

■
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
発
送
さ
れ
ま
す

日
本
年
金
機
構
か
ら
、「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
対
象
者
宛
に
発
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令
和
６

年
中
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額

で
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様
等
）

の
国
民
年
金
保
険
料
を
払
っ
て
い
る
場

合
は
、
ご
自
身
の
保
険
料
に
加
え
、
そ

の
保
険
料
に
つ
い
て
も
控
除
が
受
け
ら
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【
北
海
道
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

災
を
発
生
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
期
間
中
は
広
報
車
と
消
防
車

に
よ
る
広
報
活
動
や
防
火
査
察
を
実
施

い
た
し
ま
す
の
で
、
住
民
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「�

守
り
た
い
　
未
来
が
あ
る
か
ら
　
　

火
の
用
心
」

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

�

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

「
３
つ
の
習
慣
」

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る

・�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

「
４
つ
の
対
策
」

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

・�

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を

使
用
す
る

・�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る

・�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

不
明
な
点
が
あ
る
方
は　
『
紋
別
地

区
消
防
組
合
消
防
署
西
興
部
支
署
（
℡

０
１
５
８
︱
８
７
︱
２
５
３
７
）』　

ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

火
災
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

■
狩
猟
期
間
中
に
お
け
る
道
有
林
へ
の

入
林
自
粛
に
つ
い
て

エ
ゾ
シ
カ
狩
猟
期
間
中
（
地
域
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
地
域

で
は
10
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
）

は
、
多
く
の
狩
猟
者
が
道
有
林
へ
入
林

し
ま
す
。

狩
猟
に
伴
う
事
故
防
止
の
た
め
、
こ

の
期
間
の
狩
猟
目
的
以
外
で
の
入
林
は

お
控
え
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
森
林
等
被
害
を
低

減
す
る
た
め
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
お
問
合
せ

　

北
海
道
水
産
林
務
部
森
林
環
境
局

　

道
有
林
課
道
有
林
管
理
係

　

担
当
：
川
島
、
新
谷

〒
０
６
０
︱
８
５
８
８　

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目

�

電
話
（
０
１
１
）２
０
４
︱
５
５
１
９

�

（
直
通
）

【
旭
川
地
方
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

■
相
続
登
記
の
義
務
化

　
「�

相
続
登
記
の
義
務
化
が
始
ま
り
ま

し
た
！
」

こ
れ
ま
で
不
動
産
の
所
有
者
（
名
義

人
）
が
亡
く
な
り
、
相
続
が
発
生
し
て

も
直
ち
に
相
続
登
記
が
さ
れ
な
い
要
因

と
し
て
、
相
続
登
記
の
申
請
が
任
意
で

あ
る
こ
と
や
申
請
を
し
な
く
と
も
不
利

益
を
被
る
こ
と
が
少
な
い
こ
と
な
ど
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
所
有
者
不
明
土
地

発
生
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
所
有
者
不
明
土
地
の
発
生

予
防
の
観
点
か
ら
、
不
動
産
登
記
法
が

改
正
さ
れ
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
相
続

登
記
が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
に
よ
り
相
続
人
は
、
所
有
権
を

取
得
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年

以
内
（
遺
産
分
割
協
議
の
場
合
は
、
話

合
い
が
ま
と
ま
っ
た
日
か
ら
３
年
以

内
）
に
相
続
登
記
申
請
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
（
既
に

発
生
し
て
い
る
相
続
も
対
象
と
な
り
、

そ
の
場
合
は
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
３
年
間
が
履
行
期
間
と
な
り
ま
す
。）。

こ
の
機
会
に
不
動
産
の
所
有
者
を
確

認
し
て
い
た
だ
き
、
相
続
登
記
が
お
済

み
で
な
い
場
合
は
、
早
め
に
手
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
せ
先

　

旭
川
地
方
法
務
局
登
記
部
門

�

電
話
（
０
１
６
６
）３
８
︱
１
１
４
６

�

（
直
通
）

※�

窓
口
対
応
時
間　

平
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で

○
手
続
き
の
詳
細

��

法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�https://w
w
w
.m
oj.go.jp/

M
IN
JI/m

inji05_00343.htm
l

■
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度 

「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
の
ご
案
内
」�

相
続
手
続
で
は
、
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
に
関
す
る
大
量
の
戸
籍
書
類

一
式
を
、
相
続
手
続
を
取
り
扱
う
各
種

窓
口
に
何
度
も
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。�

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
は
、
法
務

局
に
「
申
出
書
」、「
戸
籍
書
類
一
式
」

及
び
「
相
続
関
係
を
一
覧
に
し
た
図

（
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
）」
を
提
出
す

る
こ
と
で
、
内
容
を
確
認
し
た
上
で
、

法
定
相
続
人
が
誰
で
あ
る
の
か
を
、
登

記
官
が
証
明
し
て
無
料
で
交
付
し
ま

す
。
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
の
相
続
登
記
、
預
金
の
払
戻
し
、
相

続
税
の
申
告
、
各
種
年
金
手
続
な
ど
を

行
う
と
き
に
必
要
と
さ
れ
る
戸
籍
書
類

一
式
の
提
出
が
省
略
で
き
ま
す
。�

ご
検
討
さ
れ
る
方
は
、
旭
川
地
方
法

務
局
ま
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。�

○
お
問
合
せ
先�

旭
川
地
方
法
務
局
登
記
部
門

電
話
（
０
１
６
６
）
３
８
︱
１
１
４
６

�

（
直
通
）

旭
川
地
方
法
務
局
名
寄
支
局

電
話�

（
０
１
６
５
４
）
２
︱
２
３
４
９

�

（
直
通
）

旭
川
地
方
法
務
局
紋
別
支
局

電
話
（
０
１
５
８
）
２
３
︱
２
５
２
１

�

（
直
通
）

旭
川
地
方
法
務
局
留
萌
支
局

電
話
（
０
１
６
４
）
４
２
︱
０
４
９
２

�

（
直
通
）

旭
川
地
方
法
務
局
稚
内
支
局

電
話�

（
０
１
６
２
）
３
３
︱
１
１
２
２

�

（
直
通
）

※�

窓
口
対
応
時
間�

平
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で

【
法
務
省
よ
り
】

ストーブ火災に注意！�　
・上に洗濯物を干さない
・給油するときは火を消す
・回りを整理整頓する
　寝るときは必ず火を消す!!

天ぷら油火災に注意！�　
・目をはなさい
・離れるときは火を消す
・過熱防止コンロを使う
　使用後は必ず火を消す!!

たばこ火災に注意！　　
・灰皿には水を張る
・吸い殻を溜めない
・ポイ捨てはしない
　寝たばこは絶対にやめる!!

電気火災に注意！　　
・ほこりを溜めない
・たこ足配線をしない
・丁寧に扱い束ねない
　使用しないときはコンセントを抜く!!
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○
手
続
き
の
詳
細

　

法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�https://houm
ukyoku.m

oj.go.jp/
hom

u/page7_000013.htm
l

■
郵
便
局
で
参
加
す
る
ス
マ
ホ
教
室

対
象
の
郵
便
局
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

画
面
上
の
講
師
に
よ
る
ス
マ
ホ
教
室
の

受
講
が
で
き
ま
す
。
ス
マ
ホ
の
基
本
的

な
使
い
方
か
ら
、
ス
マ
ホ
で
で
き
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
使
い
方
な
ど
を
学
べ
ま

す
。
原
則
一
対
一
の
個
別
形
式
の
た

め
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
参
加
で
き
ま

す
。
受
講
料
無
料
、
機
種
や
携
帯
会
社

を
問
わ
ず
、
何
度
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

◇
時
期
：
２
０
２
４
年
８
月
～

　
　
　
　

２
０
２
５
年
１
月
（
予
定
）

◇
時
間
：
10
時
～
17
時

◇
場
所
：
西
興
部
郵
便
局

◇
予
約
：�

楽
天
シ
ニ
ア
カ
ス
タ
マ
ー
セ

ン
タ
ー（
平
日
10
時
～
16
時
）

　
　
　
　

０
１
２
０
︱
９
５
５
︱
５
４
５

※�

楽
天
モ
バ
イ
ル
㈱
が
総
務
省
「
デ
ジ

タ
ル
活
用
支
援
推
進
事
業
」
に
お
け

る
執
行
団
体
と
し
て
、
日
本
郵
便
㈱

と
協
同
で
運
営
い
た
し
ま
す
。

※�

実
施
状
況
に
よ
り
早
期
に
終
了
す
る

可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。
お
早
め
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
様
々
な
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す

日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、
嫌
が
ら

せ
、
差
別
な
ど
何
で
も
ご
相
談
下
さ
い
。

○
相
談
専
用
電
話

　

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の

　

専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

０
１
２
０
︱
７
７
１
︱
２
０
８

　

受
付　

月
曜
日
～
金
曜
日

（
※
祝
日
、
12
／
29
～
１
／
３
を
除
く
）

　

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※
相
談
無
料
・
匿
名
可
・
秘
密
厳
守

　

公
益
財
団
法
人

　

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

〒
１
０
５
︱
０
０
１
２

　

東
京
都
港
区
芝
大
門
２
︱
10
︱
12　

�

Ｋ
Ｄ
Ｘ
芝
大
門
ビ
ル
４
階

※�

本
相
談
事
業
は
、（
公
財
）
人
権
教

育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
厚
生
労
働

省
生
活
相
談
充
実
事
業
に
よ
り
実
施

す
る
も
の
で
す
。

■
お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を
「
国
の
教

育
ロ
ー
ン
（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

が
サ
ポ
ー
ト
！

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校

や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入
学
・
在

学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭

を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

▼
ご
融
資
額　

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き

　
　
　
　
　
　

３
５
０
万
円
以
内

▼
金　
　

利　

年
２
・
40
％

　

※
母
子
家
庭
に
お
方
な
ど
は
年
２
・
00
％

　
　
（
令
和
６
年
８
月
１
日
現
在
）

▼
ご
返
済
期
間　

18
年
以
内

▼
Ｈ
Ｐ　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索

▼
お
問
い
合
わ
せ　

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

�

０
５
７
０
︱
０
０
８
６
５
６
（
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は
（
０
３
）
５
３

２
１
︱
８
６
５
６

■
国
内
で
の
化
学
物
質
規
制
が
大
き
く

見
直
し
と
な
り
ま
し
た

労
働
安
全
衛
生
法
関
係
法
令
の
改
正

に
よ
り
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
職

場
に
お
け
る
化
学
物
質
規
制
が
、
大
き

く
見
直
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
変
更
（
改
正
）
の
ポ
イ
ン
ト
」

▼�

化
学
物
質
の
製
造
事
業
者
お
よ
び
そ

れ
を
取
り
扱
う
事
業
者
に
お
け
る
危

険
性
・
有
害
性
に
関
す
る
情
報
の
伝

達
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

▼�

事
業
者
は
、
そ
の
情
報
に
基
づ
い
て

【
そ
の
他
】

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
化

学
物
質
に
よ
る
ば
く
露
防
止
対
策
を

実
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼�

今
後
、
数
年
か
け
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｓ
（
※

１
）
や
ラ
ベ
ル
（
※
２
）
の
交
付
対

象
物
質
が
約
９
０
０
物
質
か
ら
約

２
、
３
０
０
物
質
に
拡
大
し
ま
す
。

▼�

事
業
場
に
よ
っ
て
は
、
新
た
に
「
化

学
物
質
管
理
者
」
の
選
任
義
務
が
発

生
し
ま
す
。

※�

１　

Ｓ
Ｄ
Ｓ
と
は
、Safety�D

ata�
Sheet

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の

で
、
事
業
者
が
化
学
物
質
お
よ
び
化

学
物
質
を
含
ん
だ
製
品
を
、
他
の
事

業
者
に
譲
渡
・
提
供
す
る
際
に
交
付

す
る
、
化
学
物
質
の
危
険
有
害
性
情

報
を
記
載
し
た
文
書
の
こ
と
で
す
。

※�

２　

ラ
ベ
ル
と
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｓ
情
報
を

簡
略
化
し
、
化
学
品
の
危
険
有
害
性

の
種
類
や
程
度
に
関
す
る
情
報
を
、

容
器
や
包
装
に
貼
り
付
け
た
も
の
の

こ
と
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

�

事
業
者
の
た
め
の
化
学
物
質
管
理

無
料
相
談
窓
口

電
話
（
０
５
０
）
５
５
７
７
︱
４
８
６
２

■建退共～建設現場で働く労働者のための
　　　　　国の退職金制度です。～
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ホテル森夢の令和 5年度の決算状況をお知らせします。
ホテル森夢は、村の出資率 100％の第三セクターによる運営で、地域の皆様に愛され、親しまれるホテルづくりを

目指しております。
令和 5年度決算におきましては、新型コロナウイルス感染症の感染法上の分類が 5類に移行し、人の動きが戻っ

たことで宿泊や宴会利用が伸び、売り上げが前年対比約 12％増となりました。それに伴い、村からの運営補助金は
3,600 万円と前年度より 800万円減少したところであります。
物価高騰等により引き続き厳しい経営環境ではありますが、これからも売上げの増加と経費削減に努めてまいります。
ホテル森夢は村の活性化にとって重要な施設でありますので、今後とも村民皆様の運営に対するご理解と、なお一

層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

自治体の財政破綻を未然に防ぐため「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、地方公共団体は毎
年度の決算に基づき、財政の健全度合を指標化し、監査委員による審査及び議会への報告を経て、公表すること
が義務づけられています。
令和 5年度決算に基づき各指標を算出した結果、下表のとおり危険ラインを示す早期健全化基準をクリアして

います。
  ▼健全化判断比率 令和５年度数値 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 −（注 1） 15.00％ 20.00％
連 結 実 質 赤 字 比 率 −（注 1） 20.00％ 30.00％
実 質 公 債 費 比 率 9.2％ 25.00％ 35.00％
将 来 負 担 比 率 −（注 1） 350.00％

注 1）�数値欄の「―」のうち、実質赤字比率および連結実質赤字比率は一般会計および各特別会計の決算が黒字であることから
比率が発生せず、また将来負担比率についても、将来負担していくことが確定している債務や負担に対し、これを上回る
収入見込と貯金（基金）があることから比率が発生しないことを表しています。

  ▼資金不足比率 令和５年度数値 経営健全化基準
簡易水道事業特別会計 −（注 2）

20.00％
下水道事業特別会計　 −（注 2）

注 2）数値欄「―」は、資金不足額が発生していないことを表しています。

［言葉の説明］〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
・実質赤字比率：地方公共団体の一般会計の赤字の程度を指標化。財政運営の深刻度を示すもの。数値が大きいほど深刻。
・連結実質赤字比率：�一般会計や公営企業会計などすべての会計を合算し、赤字の程度を指標化。地方公共団体の財政運営の深刻度を示す

もの。数値が大きいほど深刻。
・実質公債費比率：�借入金（地方債）の返済額・これに準じる経費の大きさを指標化。資金繰りの危険度を示すもの。数値が大きいほど

危険な状態。
・将来負担比率：�一般会計などの借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担など、現時点での債務等の程度を指標化。将

来の財政を圧迫する可能性を示すもの。数値が大きいほど将来の財政を圧迫する可能性が高い。
・資金不足比率：�公営企業会計などの資金不足を、料金収入の規模と比較して指標化。経営状況の深刻度を示すもの。数値が大きいほど深刻。

ホテル森夢 令和５年度決算の概要 

■株式会社 森夢 第 30 期（令和 5 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日）決算報告書より
【収入】 単位：千円

科　　目 金額 内　　　　容
営 業 売 上 96,439 客室、売店、入浴料、レストラン、スナック、道の駅　等の売上
営 業 外 収 入 48,548 村補助金、公民館維持管理受託料、手数料　等

うち村運営補助金 39,790 運営補助金（36,000 千円）
電気・燃料費高騰事業者等支援事業補助金（3,790 千円）

収入計 （A） 144,987
【支出】 単位：千円

科　　目 金額 内　　　　容
営 業 費 用 34,685 客室、売店、入浴、レストラン食材、スナック、道の駅　等の仕入
管 理 費 111,495 職員人件費、業務費（通信料・宣伝費他）、施設費（燃料・電気料・水道料他）等

支出計 （B） 146,180

【利益（令和５年度剰余金）】 【累積利益（損失）】
　収入 （A） －支出 （B） ＝ ▲ 1,193 千円　 　▲ 10,422 千円　

令和5年度決算も“早期健全化基準”をクリアしています

村の財政の健全度を示す“早期健全化基準„とは･･･
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■主な建設事業等（上位10事業）� （単位：千円）

事　　 業　　 名 金　 額
森 林 公 園 改 修 整 備 事 業 178,876
道 営 土 地 改 良 事 業
「 西 興 部 地 区 」 負 担 金 92,788

バ イ オ ガ ス プ ラ ン ト 余 剰
熱 利 用 ハ ウ ス 関 連 事 業 81,460

橋 梁 長 寿 命 化 補 修 事 業 39,435
村 道 流 末 排 水 路 整 備 事 業 33,539
小 中 学 校 施 設 環 境 改 善 整 備 工 事 20,163
厚 生 診 療 所 医 療 機 器 購 入 事 業 10,644
越 中 団 体 道 路 改 良 工 事 9,427
西 興 部 忍 路 子 線 道 路 改 良 事 業 5,593
上 興 部 第 ２ 団 地 公 営 住 宅
長 寿 命 化 改 善 工 事 4,946

決
算

令和5年度の西興部村一般会計及び5つの特別会計の決算が、9月に開催された定例村議会で認定されました。
一般会計の歳出においては、継続事業として森林公園改修整備工事、道営土地改良事業を実施しましたが、令和4

年度実施のバイオガスプラント地産地消事業や西興部3丁目道路改良工事が終了したことから、前年度決算比1億
2,178万円の減となりました。また、歳入と歳出の差引による剰余金6,025万円は、翌年度へ繰り越して実施する
事業の財源を含め、令和6年度会計に繰越されます。
5つの特別会計では、法律などにより負担するものや借金の返済等で不足する財源を補てんするため、総額1億

3,756万円（前年度対比20.1％増）を一般会計から繰り入れ歳入歳出のバランスを図っています。
会計別の決算状況は下表のとおりとなっています。

各会計の決算が議会で認定されました 令和5年度

歳入総額35億2,725万円　

歳出総額34億5,380万円　

差引総額 7,345万円　
【一般会計及び５つの特別会計を合わせた決算総額】

各会計別決算状況� （単位：千円）

会　計　名 収入済額 支出済額 差　引 一般会計
繰 入 金

一 般 会 計 3,062,871 3,002,625 60,246
国民健康保険事業 117,649 114,498 3,151 10,139
後期高齢者医療事業 19,297 19,267 30 9,071
介 護 保 険 事 業 115,747 109,241 6,506 22,340
簡 易 水 道 事 業 75,587 73,731 1,856 40,066
下 水 道 事 業 136,096 134,440 1,656 55,942

合　計 3,527,247 3,453,802 73,445 137,558

村税収入の内訳� （単位：千円）

科 　　目
金　　　　額

構成比
Ｒ５ Ｒ４ 増減

村民税（個人） 53,361 64,723 △ 11,362 50.0
村民税（法人） 4,062 4,383 △ 321 3.8
固 定 資 産 税 39,304 40,725 △ 1,421 36.8
村 た ば こ 税 7,017 7,226 △ 209 6.6
軽 自 動 車 税 2,988 2,907 81 2.8

合　計 106,732 119,964 △ 13,232 100.0

R5年度改修の「西興部森林公園遊具」R5年度改修の「西興部森林公園遊具」
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村債残高（令和５年度末）
� （単位：千円）

目　　的　　別
過 疎 債 2,828,341
総 務 債 78,646
民 生 債 0
衛 生 債 160
農 林 水 産 業 債 101,723
土 木 債 26,692
公 営 住 宅 債 397,399
教 育 債 57,594
災 害 復 旧 債 0
臨 時 財 政 対 策 債 132,220
緊 急 防 災・ 減 災 債 115,181
そ の 他 4,582
一 般 会 計 債 小 計 3,742,538
簡 易 水 道 会 計 債 339,022
下 水 道 会 計 債 261,544

総 合 計 4,343,104

（参考）令和４年度末現在 4,413,857
増 減 額（R5 −R4） ▲70,753

基金・積立金現在高
（令和５年度末）� （単位：千円）

財 政 調 整 基 金 708,141

減 債 基 金 561,861

特
定
目
的
基
金

公 共 施 設 整 備 623,460

社 会 福 祉 事 業 138,426
ふ る さ と
振 興 事 業 116,866
名 寄 線 代 替
輸 送 確 保 279,669
義 務 教 育
施 設 整 備 230,303

木 夢 390

酪 農 振 興 22
ふ る さ と
応 援 39,647
バ イ オ ガ ス
プ ラ ン ト 事 業 64,869
森 林 環 境
譲 与 税 17,776

基　金　合　計 2,781,430

備荒資金組合積立金 3,706,245

国 保 財 政 調 整 基 金 29,575

介 護 財 政 調 整 基 金 8,300

総　　合　　計 6,525,550

（参考）令和４年度末現在 6,556,932

増減額（R５−R４） ▲31,382

【一般会計の決算状況】

R５年度
決算

百万円

百万円

R４年度
決算

R５年度
決算

（単位：百万円）

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000 1,100 1,200 1,300 1,400 1,500 1,600 1,700 1,800 1,900 2,000 2,100 2,200 2,300 2,400 2,500 2,600 2,700 2,800 2,900 3,000 3,100 3,200

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000 1,100 1,200 1,300 1,400 1,500 1,600 1,700 1,800 1,900 2,000 2,100 2,200 2,300 2,400 2,500 2,600 2,700 2,800 2,900 3,000 3,100 3,200

依存財源　79.8% 自主財源　20.2%

依存財源　79.4% 自主財源　20.6%

歳出（性質別）の状況

歳入の状況

489 485 74 785 594 333 119 96 149

義務的経費　33.6% 投資的経費　25.1% その他の経費　41.3%

義務的経費　35.1% 投資的経費　18.1% その他の経費　46.8%

R４歳入総額　31億6,919万円
R５歳入総額　30億6,287万円

R４歳出総額　31億2,441万円
R５歳出総額　30億    263万円

地方交付税
1,627

村債
478
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出金
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国庫
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繰入金
171

そ
の
他

193

地方
譲与
税等
72

使用料
及び
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諸
収
入
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公債費
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扶
助
費
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補助費等
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物件費
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金

138

維
持
補
修
費
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決算
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③その他手当の状況（令和５年度）

区　分 支給実績 支給対象
職員数

1人当たりの
平均支給額

扶 養 手 当 3,843,000円 19人 202,263円
管 理 職 手 当 3,218,791円 7人 459,827円
住 居 手 当 3,979,034円 18人 221,057円
特 殊 勤 務 手 当 218,000円 10人 21,800円
通 勤 手 当 0円 0人 0円
児 童 手 当 2,130,000円 11人 193,636円
寒 冷 地 手 当 3,857,372円 42人 91,842円
時 間 外 手 当 6,318,356円 40人 157,959円
宿 日 直 手 当 519,200円 35人 14,834円
管理職員特別勤務手当 0円 0人 0円

⑺特別職等の報酬等の状況（令和５年度）
区　分 給 料 ・ 報 酬 月 額 等

給
料
村 長
副村長
教育長

700,000円
575,000円
530,000円

報
酬

議 長
副議長
議会運営委員長
常任委員長
議 員

260,000円
209,000円
189,000円
189,000円
175,000円

期
末
手
当

村 長
副村長
教育長

（令和５年度支給割合）
4.5月分　加算割合：15％
4.5月分　加算割合：15％
4.5月分　加算割合：15％

議 長
副議長
議会運営委員長
常任委員長
議 員

（令和５年度支給割合）
4.5月分
4.5月分
4.5月分
4.5月分
4.5月分

退
職
手
当

村 長
副村長
教育長

（算定方式）	 （支給時期）
給料月額×在職年数×5.126月	 任期毎
給料月額×在職年数×3.234月	 任期毎（同職通算有）
給料月額×在職年数×2.838月	 任期毎（同職通算有）

⑻特別職等の寒冷地手当の状況（令和５年度）
区　分 支給実績
村長 131,900円
副村長 131,900円
教育長 131,900円

３職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
⑴職員の勤務時間の状況（令和 6 年 4 月 1 日）
１週間の
勤務時間

開始
時間

終了
時間

休息
時間 休憩時間

38時間45分 8時30分 17時15分 無 12時00分〜13時00分

⑵年次有給休暇の取得状況
（令和 5 年 1 月 1 日〜令和 5 年 12 月 31 日）

総付与日数 総取得
日数 対象職員数 平均取得

日数 消化率

1,621日 476日 42人 9.6日 24.4％

⑶育児休業の取得状況（令和５年度）
区　分 男性 女性 計

承 認 件 数 0件 0件 0件
期間延長の承認件数 0件 0件 0件

⑷介護休暇の取得状況（令和５年度）
区　分 男性 女性 計

承 認 件 数 0件 0件 0件

４職員の分限及び懲戒処分の状況
分限処分とは、心身の故障等により職務に支障が

ある場合などに休職等の処分を行うことです。
懲戒処分とは、地方公務員法等に違反した場合や

職務上の義務を違反した場合、職務を怠った場合、
全体の奉仕者たる公務員にふさわしくない行為を行
った場合に行われる減給や停職等の処分のことです。
令和５年度の分限処分：該当者なし
令和５年度の懲戒処分：戒告�0 名、減給 0名

５職員の服務の状況
地方公務員法第 38 条の規定に基づき、職員の営利

企業等への従事の許可を行っています。
⑴許可件数の状況（令和５年度）
営利を目的とする会社その他の団体の役員等を兼ねる場合 0件
自ら営利を目的とする私企業を営む場合 0件
報酬を得て事業又は事務に従事する場合（統計調査等） 0件

６職員の研修及び勤務成績の評定の状況
⑴研修の状況（令和５年度）

研　修　名 対象者 修了者数
接遇応対研修 採用1年目の職員 2人
新規採用職員基礎研修 採用1年目の職員 2人
町村初級職員研修 採用2年目の職員 3人
町村中級職員研修 採用4年目の職員 1人
わかりやすい文書作成研修 採用1年目の職員 2人
新任管理者基礎研修・監督者研修 課長・係長 3人
専門研修
（人事評価・法令実務・業務改善手法）

課長・係長・
主査・主事 4人

職員研修会 全職員 47人

⑵勤務成績の評定の状況（令和５年度）
　職員の昇任、昇格、人事異動等を実施する際には、任
命権者が職員の有する能力及び適正、勤務実績等に基づ
き総合的に判断し、勤務成績の評定を行っています。
　また、管理職について、組織的、効率的な業務遂行の
一層の推進や組織の活性化のため、職員能力開発や人材
育成を図るための人事評価制度を導入しています。

７職員の福祉及び利益の保護の状況
⑴健康管理事業の状況（令和５年度）

項　目 受診職員数
村が実施する住民健診及び人間ドック 58人

⑵互助会等への公費補助の状況（令和５年度）
団体名 金額 一人あたりの公費負担額

北海道市町村職員福祉協会 125,638円 2,673円

⑶その他福利厚生事業の状況（令和５年度）
事業内容 職員数

西興部村職員勤続表彰 0人
西興部村職員特別表彰 0人

「西興部村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、西興部村
職員の給与、勤務時間等の勤務条件、採用等の状況を公表します。
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１職員の任免及び職員数に関する状況
⑴新規採用者数
①令和 6年４月１日

区　分 試　験 選　考 合計男性 女性 計 男性 女性 計

職種 一般職 0人 0人 0人 3人 1人 4人 4人
医療職 0人 0人 0人 0人 1人 1人 1人

②令和 5年４月１日

区　分 試　験 選　考 合計男性 女性 計 男性 女性 計

職種 一般職 0人 0人 0人 3人 0人 3人 3人
医療職 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人

⑵再任用の状況（令和 6 年 4 月 1 日現在）
再 任 用 職 員 数 1人

⑶退職者数（令和 5 年度）
区　分 男性 女性 計

定 年 退 職 0人 0人 0人
勧 奨 退 職 0人 0人 0人
そ の 他 5人 1人 6人

⑷部門別職員数の状況（各年度 4 月 1 日現在）
部　門 令和5年度 令和6年度 増減数 主な増減理由

福祉関係を
除 く 一 般
職 政 部 門

議 会 1人 1人 0
総 務 14人 14人 0
税 務 2人 2人 0
農林水産 3人 3人 0
商 工 2人 2人 0
土 木 3人 3人 0
小 計 25人 25人 0

福祉関係部門
民 生 8人 8人 0 　
衛 生 7人 7人 0
小 計 15人 15人 0

一 般 行 政 部 門 計 40人 40人 0
特別行政部門 教 育 4人 4人 0

公営企業等
会 計 部 門

下 水 道 1人 1人 0
そ の 他 2人 2人 0
小 計 3人 3人 0

総合計 47人 47人 0

⑸職員の登用状況（令和 6 年 4 月 1 日現在）
区分 課長等 主幹 係長 主任 主査 係 計
男性 6人 4人 11人 0人 1人 11人 33人
女性 0人 0人 0人 5人 1人 8人 14人
計 6人 4人 11人 5人 2人 19人 47人

２職員の給与の状況
⑴人件費の状況（令和５年度決算額）

人件費 346,219千円
※人件費とは、一般職及び特別職の給与、共済費、福祉協会負担金です。
⑵職員給与費の状況（令和５年度一般会計決算額）

職員数 職員給与費
給料 職員手当 期末・勤勉手当 計

44人 156,762千円 24,084千円 61,230千円 242,076千円
※職員給与費とは、人件費のうち、一般職の職員に対して支給される
給料及び扶養手当、管理職手当、住居手当、通勤手当、寒冷地手当、
時間外勤務手当、期末・勤勉手当等の諸手当に要する経費であり、
退職手当に要する経費は含んでいません。

※給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤
務））の給与費が含まれており、職員数には該当職員を含んでいない。

⑶職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
区　分 一般行政職 医療職

令和６年
１月１日現在

平均給料月額（円） 308,558 302,233
平均給与月額（円） 289,917 190,260
平 均 年 齢（歳） 52.5 72.8

令和５年
１月１日現在

平均給料月額（円） 294,622 272,780
平均給与月額（円） 313,543 292,220
平 均 年 齢（歳） 42.8 32.4

※平均給料月額とは、基本給の平均額です。
※平均給与月額とは、給料と毎月支給の手当（扶養手当、住居手当等）
の合計の平均額です。

⑷職員の初任給の状況（令和 6 年 4 月 1 日現在）
区　分 一般行政職（円） 医療職（円）
高校卒 166,600 －
短大卒 179,100 218,800
大学卒 196,200 228,500

※国の制度と同じです。
⑸級別職員数の状況（令和 6 年 4 月 1 日現在）
①一般行政職
区分 標準的な職務内容 一般行政職
１級 主事補・主事・技師補・技師 10人
２級 主事・技師 3人
３級 主事・技師・主査・主任・係長 9人
４級 主査・主任・係長 9人

５級 主幹・課長補佐・主任技師・事務局長・室
長・課長・教育委員会の次長 6人

６級 主任技師・事務局長・室長・課長・教育委
員会の次長 4人

②医療職
区分 標準的な職務内容 医療職
１級 准看護師 0人
２級 准看護師・主査准看護師・看護師・保健師 2人

３級 主査准看護師・看護師・保健師・主任看護
師・主任保健師 3人

４級 主任看護師・主任保健師・看護師長・保健
師長 1人

５級 看護師長・保健師長 0人

⑹職員手当の状況（令和 6 年 4 月 1 日現在）
①期末・勤勉手当
一人当たりの平均支給額（令和５年度）1,423,959円
（令和５年度支給割合）
	 	 期末手当	 勤勉手当
	 	 6月期	 1.2		月分	 1.0		月分
	 12月期	 1.25月分	 1.05月分
	 計	 2.45月分	 2.05月分
（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算5〜15％

②退職手当
（支給率）
	 自己都合	 定　年
勤続20年	 19.6695月分	 24.586875月分
勤続25年	 28.0395月分	 33.27075月分
勤続30年	 34.7355月分	 40.80375月分
最高限度額	 47.7090月分	 47.709月分
その他の加算措置	 定年前早期退職特例措置
	 （２〜20％加算）

※支給率等は北海道市町村職員退職手当組合に基づいています。

西興部村人事行政の運営等の状況
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９
年
前
の
、
２
０
１
５
年
以
来
二
度

目
の
ジ
ュ
ノ
ー
。
増
え
た
の
は
歳
と
常

備
薬
。
生
徒
の
皆
さ
ん
と
１
週
間
行
動

を
共
に
し
、
無
事
の
帰
国
が
目
標
に
な

り
ま
し
た
。

出
発
の
ふ
た
月
前
に
事
務
局
か
ら

「
今
回
は
事
務
局
も
、
団
長
も
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
に
な
り
ま
す
。」
と
の
こ
と
。

円
安
の
影
響
で
ホ
テ
ル
の
予
約
が
と
り

づ
ら
い
ら
し
い
。
不
安
と
憂
鬱
で
常
備

薬
が
増
え
そ
う
な
日
々
を
送

っ
て
、
出
発
の
日
を
迎
え
ま

し
た
。

７
月
27
日
爽
や
か
な
朝
、

大
き
な
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
引

き
ず
り
、
親
御
さ
ん
に
見
送

ら
れ
一
路
旭
川
空
港
へ
。
生

徒
の
皆
さ
ん
は
、
予
め
各
自

の
学
習
テ
ー
マ
を
決
め
て
の

出
国
で
す
。
団
長
も
密
か
に

テ
ー
マ
を
決
め
て
お
り
ま
し

た
。
羽
田
空
港
で
シ
ア
ト
ル

行
き
の
便
を
待
つ
間
、
円
の

両
替
。
馴
染
み
の
な
い
ド
ル

に
、
発
行
さ
れ
た
ば
か
り

で
、
ま
だ
手
に
し
て
い
な
い

日
本
の
新
札
を
見
る
よ
う
だ

っ
た
。

い
よ
い
よ
シ
ア
ト
ル
に
向

け
10
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
の
始

ま
り
。
東
京
の
空
は
既
に
日
没
が
迫
り

綺
麗
な
夕
焼
け
が
広
が
っ
て
い
た
。

機
内
で
は
、
生
徒
の
皆
さ
ん
は
そ
れ

ぞ
れ
、
映
画
を
見
た
り
、
ゲ
ー
ム
に
没

頭
し
て
お
り
ま
し
た
。
団
長
も
ゲ
ー
ム

に
ト
ラ
イ
し
ま
し
た
が
、
や
り
方
が
解

ら
ず
断
念
。
残
念
。
目
的
地
ま
で
の
距

離
を
何
度
も
確
認
し
て
い
る
う
ち
に
、

日
付
変
更
線
を
通
過
。
軽
い
睡
魔
に
襲

わ
れ
「
少
し
で
も
睡
眠
を
。」
と
思
い

ま
し
た
が
、
エ
ン
ジ
ン
音
と
気
圧
に
よ

る
鼓
膜
へ
の
刺
激
で
、
夢
う
つ
つ
の
ま

ま
目
的
地
の
シ
ア
ト
ル
空
港
到
着
。
と

て
も
大
き
な
空
港
で
、
世
界
中
か
ら

色
々
な
人
種
の
方
々
が
入
国
審
査
を
待

っ
て
い
ま
し
た
。「
あ
ま
り
難
し
い
質

問
は
し
な
い
で
ね
。」
と
祈
り
つ
つ
入

国
審
査
の
列
へ
。
聞
き
取
れ
る
限
り
の

単
語
に
耳
を
傾
け
て
対
応
、
ど
う
に
か

無
事
に
入
国
。
帰
路
に
宿
泊
予
定
の
シ

ア
ト
ル
市
内
の
ホ
テ
ル
の
１
室
を
借
り

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
。
大
き
な
ラ
ン
チ
ボ
ッ

ク
ス
に
は
３
人
分
は
あ
る
か
と
思
わ
れ

る
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
辛
そ
う
な
ポ
テ

チ
、
カ
ロ
リ
ー
高
め
の
ク
ッ
キ
ー
、
そ

し
て
柑
橘
類
が
１
つ
。
生
徒
の
皆
さ
ん

が
食
べ
き
れ
る
量
で
は
な
か
っ
た
。
こ

こ
で
ジ
ュ
ノ
ー
出
発
ま
で
の
時
間
を
、

市
内
観
光
班
と
休
憩
班
に
分
か
れ
て
過

ご
し
ま
し
た
。
団
長
は
数
人
の
女
子
生

徒
さ
ん
と
休
憩
班
。
折
角
の
機
会
な
の

で
ホ
テ
ル
周
辺
を
散
策
す
る
事
に
。
添

乗
員
さ
ん
か
ら
「
決
し
て
生
徒
さ
ん
達

だ
け
で
行
動
し
な
い
よ
う
に
。」
と
の

こ
と
。

一
歩
外
に
出
る
と
早
速
、
見
知
ら
ぬ

男
性
が
声
を
か
け
て
き
ま
し
た
。
幸
か

不
幸
か
言
葉
が
通
じ
ず
無
視
を
し
て
、

映
画
に
出
て
き
そ
う
な
住
宅
街
の
佇
ま

い
を
カ
メ
ラ
に
収
め
ま
し
た
。
生
徒
の

皆
さ
ん
に
「
日
本
と
何
が
違
う
と
思
い

ま
す
？
」
と
尋
ね
る
と
、
た
っ
た
数
分

間
、
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿

っ
た
視
点
で
散
策
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

感
じ
ま
し
た
。

暑
さ
と
土
地
勘
の
不
安
か
ら
ホ
テ
ル

に
Ｕ
タ
ー
ン
。
団
長
は
ホ
テ
ル
の
窓
か

ら
、
数
分
間
に
一
機
の
割
合
で
世
界
の

空
へ
旅
立
つ
旅
客
機
を
飽
き
も
せ
ず
眺

め
て
い
ま
し
た
。

現
地
時
間
午
後
５
時
半
、
い
よ
い
よ

ジ
ュ
ノ
ー
行
き
に
搭
乗
。
ジ
ュ
ノ
ー
で

は
、
教
育
長
を
は
じ
め
、
長
年
に
わ
た

り
生
徒
の
海
外
学
習
に
ご
尽
力
を
頂
い

て
い
る
ア
ニ
ー
さ
ん
、
歴
代
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

で
あ
り
こ
の
度
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
引
き
受
け
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
少

し
前
に
帰
国
し
た
ば
か
り
の
ラ
プ
ラ
ン

ト
さ
ん
一
家
も
、
横
断
幕
を
掲
げ
て
の

出
迎
え
で
し
た
。
何
故
か
ジ
ュ
ノ
ー
の

街
中
に
漂
う
香
り
に
９
年
前
の
記
憶
が

甦
り
、
懐
か
し
さ
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。
近
く
の
小
学
校
で
歓
迎

会
を
開
い
て
頂
き
、
生
徒
の
皆
さ
ん
は

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
“
よ
さ
こ
い

踊
り
”
を
披
露
し
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
で

の
総
練
習
の
か
い
が
あ
り
、
拍
手
喝

采
の
中
終
了
。「
今
迄
の
中
で
、
一
番

良
か
っ
た
。」
と
お
褒
め
の
言
葉
を
頂

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

宅
に
向
か
い
ま
し
た
。

事
務
局
の
中
内
さ
ん
と
私
も
迎
え
に

来
て
下
さ
っ
た
初
対
面
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
宅
に
。
ど
ん
な
方
な
の
か
？　

詳
し
い
情
報
の
少
な
い
ま
ま
、
挨
拶
も

そ
こ
そ
こ
に
３
日
間
お
世
話
に
な
る
ご

自
宅
に
。
迎
え
て
下
さ
っ
た
の
は
、
御

主
人
と
大
き
な
「
タ
ク
」
と
い
う
名
の

犬
。
玄
関
先
で
自
己
紹
介
、
日
本
人
の

名
前
は
覚
え
づ
ら
い
と
聞
い
て
い
た
の

で
、
タ
ク
を
指
差
し
「
タ
ク
」、
自
分

を
指
差
し
「
タ
カ
」
と
伝
え
ま
し
た
。

す
ぐ
に
覚
え
て
頂
き
第
一
関
門
ク
リ
ア
。

地
下
の
お
部
屋
に
案
内
さ
れ
て
「
寝

室
、
バ
ス
ト
イ
レ
は
自
由
に
あ
な
た
専

用
で
す
。」
と
。
翌
朝
「
ボ
ー
ボ
ー
ボ

ー
」
と
い
う
聞
き
な
れ
な
い
音
に
目
が

覚
め
、「
も
し
か
し
て
火
災
警
報
器
の

音
か
し
ら
？
」
と
、
辺
り
を
確
認
し
ま

�

団�

長
　
松
　
浦
　
隆
　
子

２０２４２０２４
ジュノーへの翼ジュノーへの翼

メンデンホール氷河　ナゲット滝を背景にメンデンホール氷河　ナゲット滝を背景に

ホストファミリー宅の愛犬「タク」とホストファミリー宅の愛犬「タク」と
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し
た
が
火
災
で
は
な
い
も
よ
う
。

朝
の
挨
拶
を
す
る
た
め
に
リ
ビ
ン
グ

ル
ー
ム
に
向
か
う
と
タ
ク
が
尻
尾
を
振

り
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
昨
夜
は
気
が

つ
か
な
か
っ
た
眼
下
に
広
が
る
ジ
ュ
ノ

ー
湾
の
景
色
に
鳥
肌
が
た
ち
ま
し
た
。

思
わ
ず
「am

azing�view

」
と
呟

き
ま
し
た
。
５
千
人
が
乗
船
出
来
る
と

い
う
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
が
４
隻
停
泊

し
、
優
雅
な
姿
を
間
近
に
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
暫
く
見
と
れ
て
い
る
私

に
、
朝
の
「
ボ
ー
ボ
ー
」
の
音
の
正
体

は
、
大
型
船
の
霧
笛
で
あ
る
と
教
え
て

下
さ
い
ま
し
た
。「
火
事
か
と
思
い
ま

し
た
。」
と
伝
え
る
と
、「
朝
の
霧
は
晴

れ
、
間
も
な
く
湾
全
体
を
見
渡
せ
ま

す
。」
と
。

言
葉
の
壁
は
、
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
を

利
用
し
て
と
、
高
を
括
っ
て
ま
し
た

が
、W

i-F
i

の
接
続
が
出
来
ず
、
自
分

の
気
持
ち
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
出

来
ず
に
い
ま
し
た
。
何
度
も
ス
マ
ホ
に

入
力
し
て
は
困
り
顔
を
す
る
私
に
、
自

宅
のW

i-F
i

接
続
を
ヘ
ル
プ
し
て
下
さ

り
、
や
っ
と
互
い
の
気
持
ち
を
通
わ
せ

る
こ
と
が
出
来
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
の
始
ま
り
で
す
。

気
に
な
っ
て
い
た
街
中
の
香
り
に
つ

い
て
尋
ね
ま
し
た
。
９
年
前
の
記
憶
の

中
に
も
有
っ
た
こ
と
「
何
だ
ろ
う
？

わ
か
ら
な
い
。」
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
形
の
な
い
ジ
ュ
ノ
ー
の
想
い
出
の

一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
聞
い
て
憂

鬱
な
日
々
を
送
り
不
安
だ
ら
け
の
出
国

と
な
り
ま
し
た
が
、
言
葉
の
壁
を
越
え

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
のhospitality

に
触
れ
た
時
、
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て
い

た
ら
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
貴
重
な
時
間
に
感
謝
の
気
持
ち
で

ジ
ュ
ノ
ー
湾
が
霞
ん
で
み
え
ま
し
た
。

帰
国
の
途
に
就
く
数
時
間
前
に
「
ジ

ュ
ノ
ー
湾
の
北
側
ま
で
ド
ラ
イ
ブ
に
行

き
ま
せ
ん
か
？　

そ
れ
と
も
今
夜
も
泊

り
ま
す
か
？
」
と
、
声
を
か
け
て
下
さ

い
ま
し
た
。
帰
国
の
途
に
就
け
る
安
堵

感
と
、
短
く
も
共
に
過
ご
し
た
大
切
な

時
間
を
想
い
、
お
伝
え
す
べ
き
お
礼
の

言
葉
も
出
ず
、
タ
ク
を
抱
き
し
め
て
涙

が
止
ま
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
奥
様
が
「
ま
た
お
い
で
。」
と
言

っ
て
下
さ
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
価
値

と
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
、
日
常
生

活
の
中
に
自
然
に
迎
え
入
れ
共
に
過
ご

し
て
く
だ
さ
っ
た
事
、
生
涯
忘
れ
得
ぬ

時
間
に
な
り
ま
し
た
。

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
回
の
時
間

を
長
い
人
生
の
礎
と
し
沢
山
の
種
を
蒔

き
、
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

令
和
６
年
７
月
27
日
㈯
～
８
月
２
日

㈮
の
７
日
間
、
西
興
部
中
学
校
１
・
２

年
生
９
名
、
松
浦
隆
子
団
長
、
引
率
中

内
次
長
の
計
11
名
の
メ
ン
バ
ー
で
生
徒

海
外
体
験
学
習
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

目
的
地
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ワ
シ
ン

ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
市
を
経
由
し
、
同
国

ア
ラ
ス
カ
州
ジ
ュ
ノ
ー
市
で
す
。

１
９
９
４
年
か
ら
西
興
部
村
と
ジ
ュ

ノ
ー
市
は
英
語
指
導
助
手
の
派
遣
や
児

童
・
生
徒
と
の
交
流
事
業
が
始
ま
り
、

30
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

30
年
を
振
り
返
る
と
、
ジ
ュ
ノ
ー
市

教
育
委
員
会
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
・
ご
支
援
に
よ
り
、

西
興
部
村
か
ら
は
今
回
を
含
め
、
児
童

生
徒
２
９
６
人
、
引
率
者
38
人
、
合
計

３
３
４
人
が
ジ
ュ
ノ
ー
市
を
訪
問
し
、

交
流
を
通
し
て
児
童
生
徒
は
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
の
生
活
習
慣
、
食
文
化
な
ど
を

直
接
体
験
し
、
日
本
と
の
違
い
を
肌
で

感
じ
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
て
い
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

私
は
過
去
に
２
度
、
海
外
出
張
で
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
（
イ
ギ
リ
ス
他
）
を
訪
問
す

る
機
会
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
ア
メ
リ
カ
に
行
く
の
は
初
め
て
と

な
り
ま
す
。

英
会
話
が
苦
手
な
私
で
す
が
、
近
年

の
Ａ
Ｉ
技
術
の
大
幅
な
進
歩
に
よ
っ

て
、
ス
マ
ホ
等
に
搭
載
さ
れ
る
英
会
話

翻
訳
ア
プ
リ
の
精
度
が
一
昔
前
に
比
べ

格
段
に
良
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ス
マ
ホ
が
あ
れ
ば
何
と
か
な
る
、
と
変

な
自
信
を
持
っ
て
現
地
へ
向
か
い
ま
し

た
。
帰
っ
て
き
て
「
英
語
が
も
っ
と
喋

れ
れ
ば
。」
と
海
外
出
張
後
の
感
想
は

３
回
と
も
同
じ
で
す
。

ま
た
、
円
安
＋
物
価
高
の
影
響
で
ホ

テ
ル
代
が
高
額
だ
っ
た
た
め
、

大
人
達
も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
。
ホ

テ
ル
泊
で
味
わ
え
な
い
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
良
さ
を
我
々
引

率
す
る
大
人
達
も
体
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
次
回

以
降
に
行
か
れ
る
方
々
も
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
温
か
さ
に

触
れ
て
き
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　
引
率
　
西
興
部
教
育
委
員
会

�

次
長
　
中
　
内��

　
太

ホストファミリー宅の窓からの景色ホストファミリー宅の窓からの景色

クジラの銅像の前でクジラの銅像の前で

羽田空港で円からドルに両替羽田空港で円からドルに両替
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さ
て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
昨
年
に

続
け
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
６
月

か
ら
中
学
校
の
総
合
学
習
と
し
て
、
ク

リ
ス
先
生
と
共
に
ジ
ュ
ノ
ー
市
の
勉
強

や
入
国
審
査
の
練
習
、
英
会
話
フ
レ
ー

ズ
の
勉
強
を
し
て
臨
み
、
素
直
で
し
っ

か
り
し
た
９
名
の
生
徒
達
の
お
陰
で
、

大
き
な
問
題
も
な
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終

了
し
、
全
員
無
事
に
帰
村
で
き
た
こ
と

に
と
て
も
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。

【
７
月
27
日
㈯
】
～
１
日
目
～

４
時
起
床
。
と
り
あ
え
ず
Ｔ
Ｖ
を
点

け
る
と
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式

の
模
様
が
中
継
さ
れ
て
お
り
、
し
ば
し

テ
レ
ビ
画
面
の
前
で
停
止
。
ふ
と
我
に

返
り
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
場
合
で
は

な
い
と
、
身
支
度
を
済
ま
せ
ホ
テ
ル
前

に
一
番
乗
り
。

夏
の
爽
や
か
な
日
差
し
と
早
朝
の
涼

し
い
気
温
で
絶
好
の
出
発
び
よ
り
の

中
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
見
送

り
に
来
て
い
た
だ
き
、
出
発
セ
レ
モ
ニ

ー
で
は
、
生
徒
代
表
宮
原
柚
季
さ
ん
が

し
っ
か
り
と
し
た
ス
ピ
ー
チ
を
披
露

し
、
朝
６
時
過
ぎ
に
村
を
出
発
し
ま
し

た
。旭

川
空
港
に
到
着
し
て
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
日

野
添
乗
員
と
合
流
。
日
野
さ
ん
は
昨
年

の
ジ
ュ
ノ
ー
の
翼
に
も
添
乗
し
て
い
る

の
で
、
私
も
大
船
に
乗
っ
た
気
持
ち
で

安
心
し
て
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。

飛
行
機
に
乗
る
の
が
初
め
て
と
言
っ

て
い
た
生
徒
も
い
た
の
で
、
こ
こ
か
ら

が
未
体
験
の
旅
の
始
ま
り
に
。
ス
ー
ツ

ケ
ー
ス
を
預
け
（
し
ば
ら
く
中
の
物
は

取
り
出
せ
ま
せ
ん
）、
保
安
検
査
を
通

過
し
て
搭
乗
手
続
き
を
順
調
に
ク
リ
ア

し
ま
す
。

前
の
到
着
便
が
15
分
程
遅
れ
た
た

め
、
旭
川
空
港
の
出
発
便
も
少
し
遅
れ

て
10
時
30
分
前
に
出
発
。
夏
休
み
期
間

中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
回
の
フ
ラ

イ
ト
は
ど
の
便
も
満
席
で
し
た
が
、
特

に
こ
の
旭
川
空
港
か
ら
羽
田
空
港
に
行

く
便
に
つ
い
て
は
、
事
前
の
座
席
予
約

等
の
影
響
で
、
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
の
席

に
な
っ
て
し
ま
い
、
飛
行
中
は
お
と
な

し
く
過
ご
し
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。日

野
さ
ん
か
ら
は
、
今
回
の
事
業
全

体
を
通
し
て
、
大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ

る
ポ
イ
ン
ト
、
ポ
イ
ン
ト
で
、
思
っ
た

ほ
ど
の
混
雑
は
な
く
、
比
較
的
ス
ム
ー

ズ
に
通
過
し
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

行
動
が
で
き
た
の
で
、
こ
の
生
徒
達

は
、“
持
っ
て
い
る
”
と
仰
っ
て
い
ま

し
た
。

お
昼
ち
ょ
う
ど
に
羽
田
空
港
に
到
着

し
、
弁
当
を
受
け
取
る
も
、
そ
の
ま
ま

国
際
線
第
３
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
移
動
し
フ

ラ
イ
ト
の
チ
ェ
ク
イ
ン
。
昼
食
を
食

べ
、
ド
ル
へ
の
両
替
を
済
ま
せ
、
登
場

手
続
き
も
難
な
く
ク
リ
ア
し
ま
す
。

旭
川
空
港
も
人
は
大
勢
居
ま
し
た

が
、
羽
田
空
港
は
そ
の
何
十
倍
、
何
百

倍
で
し
ょ
う
か
。
第
３
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

い
た
っ
て
は
、
外
国
人
ば
か
り
で
、
こ

こ
は
も
う
日
本
国
内
で
は
な
い
よ
う
な

錯
覚
す
ら
覚
え
ま
し
た
。

シ
ア
ト
ル
行
き
の
便
は
、
我
々
の
よ

う
に
夏
休
み
を
利
用
し
た
小
学
生
や
高

校
生
等
の
学
生
団
体
が
何
組
も
い
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。
羽
田
空
港
を
午
後

４
時
過
ぎ
頃
に
出
発
、
約
８
時
間
30
分

の
フ
ラ
イ
ト
で
す
が
、
時
差
が
マ
イ
ナ

ス
16
時
間
の
た
め
、
シ
ア
ト
ル
に
着
い

た
の
は
現
地
時
間
で
27
日
の
朝
10
時
前

と
大
幅
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
。（
日

本
で
ま
だ
旭
川
空
港
に
い
た
時
間
帯
で

す
。）シ

ア
ト
ル
空
港
（
正
式
に
は
シ
ア
ト

ル
・
タ
コ
マ
国
際
空
港
、
通
称
：
シ
ー

タ
ッ
ク
）
に
到
着
し
、
荷
物
を
受
け
取

っ
た
後
は
、
入
国
審
査
に
向
か
い
ま

す
。
最
初
に
日
野
さ
ん
、
そ
し
て
次
の

中
内
が
、
後
ろ
に
控
え
る
９
名
の
生
徒

と
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
ジ
ュ
ノ
ー
に
向
か

う
と
伝
え
る
と
、
窓
口
の
職
員
同
士
も

共
有
し
て
く
れ
、
そ
の
後
に
審
査
を
受

け
る
生
徒
達
は
、
そ
れ
ほ
ど
質
問
を
受

け
ず
に
、
あ
っ
さ
り
と
し
た
入
国
審
査

で
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
パ
ス
ポ
ー
ト
に

も
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
が
組
み
込
ま
れ
た
の

で
、
昔
の
よ
う
に
入
国
時
に
ス
タ
ン
プ

が
押
さ
れ
な
く
な
っ
て
、
綺
麗
な
ま
ま

な
の
も
ち
ょ
っ
と
残
念
と
思
っ
た
の
は

私
だ
け
で
し
ょ
う
。

今
年
度
の
シ
ア
ト
ル
市
で
は
、
全
員

で
市
内
観
光
は
行
わ
ず
、
空
港
近
郊
の

一
室
で
少
し
休
憩
し
な
が
ら
次
の
便
に

備
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
な
お
、
時

間
に
余
裕
は
あ
る
の
で
、
希
望
す
る
生

徒
達
で
市
内
観
光
を
す
る
班
と
に
分
か

れ
る
こ
と
に
し
て
、
ま
ず
は
、
近
隣
ホ

テ
ル
の
待
合
室
に
移
動
し
昼
食
で
す
。

食
事
後
の
ち
ょ
っ
と
し
た
空
き
時
間

に
、
生
徒
達
が
自
発
的
に
“
よ
っ
ち
ゃ

れ
”
の
最
終
練
習
を
行
い
準
備
万
端
。

そ
の
後
、
晴
れ
て
穏
や
か
な
天
候
の

中
、
中
内
が
同
行
す
る
シ
ア
ト
ル
観
光

班
は
、
ミ
ニ
バ
ス
の
中
で
現
地
ス
タ
ッ

フ
江
口
さ
ん
の
ガ
イ
ド
で
シ
ア
ト
ル
の

生
い
立
ち
や
産
業
等
を
聞
い
た
り
、
Ｔ

︱
モ
バ
イ
ル
パ
ー
ク
球
場
を
車
窓
か
ら

見
た
り
し
な
が
ら
、
目
的
の
パ
イ
ク
プ

レ
イ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ス
タ
バ
一
号
店

へ
。
運
良
く
40
分
程
の
待
ち
時
間
で
入

店
し
、
無
事
に
買
い
物
も
済
ま
せ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
お
土
産
屋
さ
ん
に
寄
っ

た
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
内
を
散
策
し
市
内

観
光
は
終
了
。

ジ
ュ
ノ
ー
行
き
の
便
は
午
後
５
時
半

シアトル行きの羽田空港待合シアトル行きの羽田空港待合

シアトル市スタバ１号店シアトル市スタバ１号店

歓迎レセプションでよっちゃれ演舞歓迎レセプションでよっちゃれ演舞
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頃
に
出
発
し
、
２
時
間
30
分
ほ
ど
の
フ

ラ
イ
ト
で
し
た
が
、
シ
ア
ト
ル
と
の
時

差
は
マ
イ
ナ
ス
１
時
間
に
な
る
た
め
、

ジ
ュ
ノ
ー
時
間
で
19
時
過
ぎ
に
到
着
し

ま
し
た
。

ジ
ュ
ノ
ー
空
港
に
到
着
し
て
か
ら
荷

物
の
受
け
取
り
場
所
に
向
か
う
途
中
で

突
然
歓
声
が
。
つ
い
先
週
に
帰
国
し
た

ク
リ
ス
先
生
が
、
同
じ
く
１
ヶ
月
前
に

帰
国
し
た
ク
リ
ス
一
家
と
と
も
に
空
港

内
に
迎
え
に
き
て
く
れ
、
生
徒
達
も
再

会
に
大
興
奮
。
現
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
し
て
長
年
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て

い
る
ア
ニ
ー
さ
ん
、
ド
レ
ー
ン
さ
ん
も

お
出
迎
え
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
さ

ん
と
軽
く
挨
拶
し
、
小
雨
の
中
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
に
乗
っ
て
リ
バ
ー
ベ
ン
ト
小

学
校
に
向
か
い
ま
し
た
。

小
学
校
の
歓
迎
会
場
で
は
、
空
港
で

出
迎
え
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
他
に
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ケ
イ
ラ
先
生

（
平
成
30
年
～
31
年
の
村
Ａ
Ｌ
Ｔ
）、
ロ

ー
タ
ー
ズ
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
平
成
27
年
～

29
年
の
村
Ａ
Ｌ
Ｔ
家
族
）
や
現
地
通
訳

を
し
て
く
れ
る
ピ
ア
ス
ち
ひ
ろ
さ
ん
と

そ
の
ご
家
族
、
他
の
受
け
入
れ
先
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
と
の
顔
合
わ

せ
。歓

迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
冒
頭
に

は
フ
ラ
ン
ク
ハ
ウ
ザ
ー
教
育
長
か
ら
歓

迎
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
ア
ニ
ー
さ
ん

か
ら
は
、
こ
の
後
の
天
気
予
報
は
雨
だ

け
ど
晴
れ
る
か
ら
大
丈
夫
と
力
強
い
お

言
葉
を
も
ら
い
ま
し
た
。
次
に
、
生
徒

を
代
表
し
て
佐
伯
南
実
さ
ん
か
ら
英
語

の
ス
ピ
ー
チ
を
披
露
、
生
徒
全
員
か
ら

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
受
け
入
れ
の
お
礼

と
し
て
“
よ
っ
ち
ゃ
れ
”
を
演
舞
し
ま

し
た
。
一
生
懸
命
踊
り
き
り
、
た
く
さ

ん
の
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
７
月
28
日
㈰
】
～
２
日
目
～

本
日
は
午
後
か
ら
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
と
し
て
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で

す
。
オ
ー
ク
ベ
イ
の
港
に
行
き
、
そ
こ

か
ら
船
に
乗
り
約
２
時
間
の
ク
ル
ー
ズ

を
行
い
ま
し
た
。

心
配
さ
れ
た
天
気
も
雨
は
降
ら
ず
に

絶
好
の
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
日
和

の
な
か
、
最
初
の
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
遠

く
に
シ
ャ
チ
の
尻
尾
が
。
生
徒
達
は
船

の
デ
ッ
キ
に
出
て
写
真
を
撮
っ
た
り
、

気
分
よ
く
景
色
を
堪
能
し
て
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ポ
イ
ン
ト
を
変
え
る
た
め

に
別
の
地
点
に
移
動
。
新
し
い
ポ
イ
ン

ト
で
は
、
す
ぐ
近
く
に
鯨
の
背
中
を
目

撃
。
そ
の
後
も
た
く
さ
ん
の
鯨
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
み
で
全

体
行
動
は
終
了
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
に
帰
宅
し
ま
し
た
。

【
７
月
29
日
㈪
】
～
３
日
目
～

今
日
は
前
日
と
打
っ
て
変
わ
っ
て
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
最

初
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
ト
レ
ッ
ド
ウ

ェ
ル
鉱
山
跡
地
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア

ー
で
す
。
昔
の
ジ
ュ
ノ
ー
の
基
幹
産
業

で
あ
る
金
鉱
が
あ
っ
た
場
所
に
は
、
学

校
や
、
独
身
寮
、
金
を
採
掘
す
る
工
場

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
大
火
事
で
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
全
焼
し
て
し
ま
い
、
現

在
で
は
緑
豊
に
生
い
茂
り
、
犬
の
散
歩

や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ガ
イ
ド
の
リ
ッ
チ
さ
ん
の
説
明
を

受
け
な
が
ら
奥
に
進
ん
で
い
く
と
、
施

設
の
跡
地
や
金
鉱
の
歴
史
が
記
さ
れ
た

建
物
も
あ
り
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

そ
の
後
、
シ
ー
ラ
ス
カ
ヘ
リ
テ
ー
ジ

ア
ー
ツ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
銅
板
を
加
工
し

て
指
輪
や
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
を
作
る
体
験
で
す
。

ア
ー
ト
体
験
講
師
の
ラ

イ
ア
ン
先
生
の
指
示
に

従
い
、
肌
を
傷
付
け
な

い
よ
う
に
ヤ
ス
リ
が
け

を
し
、
ハ
ン
マ
ー
で
叩

い
て
模
様
を
つ
け
、
最

後
に
指
の
太
さ
に
合
わ

せ
て
丸
め
る
と
完
成
で

す
。こ

の
後
は
お
待
ち
か

ね
の
ラ
ン
チ
で
す
。
ジ
ュ
ノ
ー
市
内
で

も
大
変
有
名
な
ブ
ル
ウ
ィ
ン
ク
ル
ズ
ピ

ザ
と
い
う
お
店
に
行
き
、
美
味
し
い
ピ

ザ
を
沢
山
食
べ
ま
し
た
。

昼
食
後
は
、
ダ
イ
パ
ー
ク
と
い
う
大

き
な
鮭
の
養
殖
場
の
見
学
で
す
。
魚
道

や
池
須
を
見
る
と
隙
間
な
く
鮭
が
泳
い

で
お
り
、
そ
の
規
模
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。（
周
辺
の
海
で
は
ア
ザ
ラ
シ
が
鮭

を
食
べ
て
い
る
姿
も
目
撃
。）
室
内
に

は
大
量
の
鮭
の
稚
魚
を
成
育
さ
せ
る
場

所
が
あ
り
、
上
か
ら
覗
く
よ
う
に
見
学

が
で
き
ま
し
た
。
同
じ
施
設
内
に
は
ミ

ニ
水
族
館
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
だ
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
後
は
メ
ン
デ
ン
ホ
ー
ル
氷
河
に
移
動

し
ま
す
。
地
球
温
暖
化
の
影
響
を
受
け

て
年
々
氷
河
の
面
積
は
少
な
く
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
我
々
は
（
朝
も
相
当

指輪・ブレスレット制作指輪・ブレスレット制作

ダイパークの鮭養殖場ダイパークの鮭養殖場

ホエールウォッチングホエールウォッチング

トレッドウェル鉱山跡地ツアートレッドウェル鉱山跡地ツアー
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歩
い
た
と
思
い
ま
す
が
）
ナ
ゲ
ッ
ト
滝

ま
で
歩
い
て
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。
と
て

も
壮
大
な
滝
で
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。

ハ
イ
キ
ン
グ
か
ら
戻
る
途
中
に
、
少
し

雨
に
当
た
っ
た
程
度
で
、
ア
ニ
ー
さ
ん

の
予
言
通
り
、
生
徒
達
の
た
め
に
天
気

が
良
く
な
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

三
日
目
の
日
程
も
こ
れ
で
よ
う
や
く

終
わ
り
、
大
人
は
こ
の
あ
と
ジ
ュ
ノ
ー

市
教
育
委
員
会
の
関
係
者
と
の
夕
食
会

を
行
い
ま
し
た
。

夕
食
会
で
は
、
フ
ラ
ン
ク
ハ
ウ
ザ
ー

教
育
長
が
急
遽
欠
席
と
な
り
ま
し
た

が
、
ア
ニ
ー
さ
ん
、
ド
レ
ー
ン
さ
ん
、

そ
し
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ク
リ
ス

先
生
、
ジ
ョ
イ
・
ロ
ー
タ
ー
ズ
先
生
、

マ
ー
ク
さ
ん
、
そ
し
て
、
来
年
、
ジ
ュ

ノ
ー
か
ら
西
興
部
を
訪
問
す
る
計
画
の

あ
る
ケ
イ
テ
ィ
先
生
も
参
加
し
て
く
れ

て
、
楽
し
く
お
話
を
し
な
が
ら
食
事
を

と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
７
月
30
日
㈫
】
～
４
日
目
～

今
日
で
ジ
ュ
ノ
ー
最
終
日
で
す
。
時

間
が
過
ぎ
る
の
は
本
当
に
早
く
あ
っ
と

い
う
間
で
し
た
。
こ
の
日
は
夕
方
ま
で

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
お
任
せ
プ
ラ
ン

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
私
と
松
浦

団
長
は
、
フ
ラ
ン
ク
ハ
ウ
ザ
ー
教
育
長

へ
表
敬
訪
問
で
す
。

長
年
、
西
興
部
村
と
ジ
ュ
ノ
ー
の
橋

渡
し
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ア
ニ
ー

さ
ん
も
同
席
し
、
現
地
通
訳
者
の
ち
ひ

ろ
さ
ん
に
翻
訳
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

ジ
ュ
ノ
ー
と
の
30
年
に
渡
る
交
流
へ
の

感
謝
状
を
手
渡
し
、
８
月
に
来
村
す
る

新
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
心
待
ち
に
し
て
い

る
、
来
春
に
ジ
ュ
ノ
ー
市
か
ら

村
に
訪
問
す
る
計
画
を
歓
迎
す

る
、
２
年
後
実
施
の
生
徒
海
外

体
験
学
習
受
け
入
れ
の
お
願

い
、
等
に
つ
い
て
の
お
話
を
し

ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ク
ハ
ウ
ザ
ー
教
育
長

は
快
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ

り
、
今
後
も
西
興
部
村
と
の
交

流
を
盛
ん
に
し
て
い
き
た
い
と

お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ニ
ー

さ
ん
と
は
、
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
内
容
や
次
回
以
降
の
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
協
議
す
る
と
共
に
、
来
年
の

ジ
ュ
ノ
ー
か
ら
西
興
部
村
へ
の
訪
問
に

つ
い
て
も
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
フ

ラ
ン
ク
ハ
ウ
ザ
ー
教
育
長
も
来
村
す
る

こ
と
を
希
望
し
て
お
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
ホ
ス
ト
の
マ
ー
ク
さ

ん
と
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
へ
行
き
、
ト
ラ
ム

（
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
）
で
山
に
登
っ
た
り

（
男
子
生
徒
と
も
バ
ッ
タ
リ
遭
遇
）、
ア

ラ
ス
カ
州
立
博
物
館
見
学
、
お
土
産
も

購
入
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
は
過

ぎ
去
り
ま
し
た
。

夕
方
17
時
に
ジ
ュ
ノ
ー
空
港
に
集
合

し
て
、
シ
ア
ト
ル
ま
で
帰
り
ま
す
。
空

港
に
は
各
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
生
徒

達
を
送
り
届
け
て
く
れ
、
ア
ニ
ー
さ

ん
、
ド
レ
ー
ン
さ
ん
と
ち
ひ
ろ
さ
ん
家

族
も
見
送
り
に
き
て
く
れ
ま
し
た
。

名
残
惜
し
く
も
手
荷
物
検
査
を
済
ま

せ
、
ジ
ュ
ノ
ー
の
皆
様
と
お
別
れ
。
ク

リ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
保
安
検
査
場
ギ
リ

ギ
リ
ま
で
見
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
、
４

日
間
生
徒
達
、
そ
し
て
私
た
ち
引
率
に

も
楽
し
く
素
晴
ら
し
い
時
間
を
与
え
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ジ
ュ
ノ
ー
空
港
を
19
時
に
出
発
。
今

度
は
シ
ア
ト
ル
と
の
時
差
が
１
時
間
進

む
こ
と
に
な
る
の
で
、
シ
ア
ト
ル
に
到

着
し
た
の
は
22
時
半
く
ら
い
と
、
と
て

も
遅
い
時
間
で
生
徒
た
ち
も
お
疲
れ
の

様
子
。
や
っ
と
の
こ
と
で
ホ
テ
ル
ま
で

の
送
迎
バ
ス
に
乗
り
、
宿
泊
す
る
各
部

屋
へ
着
い
た
の
は
日
付
の
変
わ
る
直

前
。
ま
ず
は
部
屋
の
中
の
電
気
や
水
ま

わ
り
が
正
常
に
使
え
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
か
ら
就
寝
に
。
で
も
明
日
の
朝
か

ら
の
日
程
を
伝
え
、
私
も
含
め
生
徒
達

は
遅
く
ま
で
荷
物
の
整
理
を
し
て
か
ら

眠
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

【
７
月
31
日
㈬
】
～
５
日
目
～

朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
は
朝
７
時
過
ぎ
に

集
合
と
し
ま
し
た
が
、
み
ん
な
寝
坊
せ

ず
に
起
き
て
食
事
を
済
ま
せ
、
８
時
過

ぎ
に
は
ホ
テ
ル
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
11
時
40
分
に
シ
ア
ト
ル
空

港
を
出
発
し
て
約
10
時
間
の
フ
ラ
イ
ト

で
羽
田
空
港
ま
で
向
か
い
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
か
ら
日
本
に
帰
る
と
き
は
、
16
時

間
早
送
り
に
な
る
の
で
日
本
に
到
着
す

る
の
は
31
日
が
終
わ
っ
て
翌
１
日
の
お

昼
過
ぎ
に
な
り
ま
す
。
飛
行
機
は
来
る

と
き
と
同
じ
デ
ル
タ
航
空
の
飛
行
機
、

使
い
勝
手
の
知
っ
た
モ
ニ
タ
ー
で
再
度

映
画
や
ゲ
ー
ム
に
興
じ
た
り
、
疲
れ
て

ぐ
っ
す
り
眠
っ
た
り
と
、
最
後
の
長
い

フ
ラ
イ
ト
で
す
。

【
８
月
１
日
㈭
】
～
６
日
目
～

14
時
過
ぎ
に
無
事
に
羽
田
空
港
に
到

着
し
ま
し
た
が
、
東
京
の
湿
気
と
暑
さ

も
併
せ
て
お
出
迎
え
。
入
国
審
査
は
日

本
人
に
関
し
て
厳
し
く
な
く
、
ホ
テ
ル

の
あ
る
第
二
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
で
移
動
。

夕
食
は
、
久
し
ぶ
り
の
日
本
食
で

す
。
お
寿
司
と
う
ど
ん
を
食
べ
る
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
食
事
を
行
い
ま
し
た

が
、
お
茶
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
な
生
徒
も
い
て
、

美
味
し
い
日
本
食
を
堪
能
し
ま
し
た
。

海
外
研
修
で
は
、
現
地
の
良
さ
も
体

験
で
き
ま
す
が
、
我
々
の
住
む
日
本
の

素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
再
認
識
で
き
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
す
。

【
８
月
２
日
㈮
】～
７
日
目
（
最
終
日
）～

い
よ
い
よ
最
終
日
で
す
。
お
昼
の
フ

ラ
イ
ト
と
い
う
こ
と
で
11
時
チ
ェ
ッ
ク

ア
ウ
ト
で
も
余
裕
が
あ
る
の
で
、
ホ
テ

ル
の
朝
食
ブ
ッ
フ
ェ
は
時
間
を
決
め
ず

各
自
自
由
に
。
で
も
生
徒
達
は
み
ん
な

揃
っ
て
い
た
だ
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

羽
田
か
ら
旭
川
空
港
へ
は
Ａ
ｉ
ｒ
Ｄ

ｏ
で
。
昼
弁
当
を
も
ら
い
、
12
時
15
分

ジュノー市関係者との夕食会ジュノー市関係者との夕食会

フランクハウザー教育長表敬訪問フランクハウザー教育長表敬訪問
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こ
の
た
び
、
故
森
豊
規
氏

（
元
村
議
会
議
長
）
の
生
前
の

ご
功
労
に
対
し
、
叙
位｢

正
六

位｣

が
授
与
さ
れ
、
去
る
８
月

23
日
、
菊
池
村
長
よ
り
叙
位
の

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

故
森
豊
規
氏
は
平
成
３
年
５

月
に
地
域
住
民
に
推
さ
れ
て
西

興
部
村
議
会
議
員
に
初
当
選
以

来
、
平
成
31
年
４
月
ま
で
の
連

続
７
期
28
年
の
永
き
に
わ
た
り

在
職
し
、
こ
の
間
、
副
議
長
を

４
年
、
議
長
を
14
年
歴
任
し
高

邁
な
政
治
信
念
を
も
っ
て
、
地

方
自
治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た

と
と
も
に
、
農
業
委
員
会
委
員

も
務
め
ら
れ
、
豊
富
な
経
験
と

識
見
を
も
っ
て
農
業
の
振
興
に

貢
献
し
た
生
前
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
こ
の
た
び
の
授
与
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

故故  

森
　
森
　  

豊豊  

規規  

氏
に
氏
に

  

叙
位
叙
位｢｢

正
六
位

正
六
位｣｣

が
授
与
さ
れ
ま
し
た

が
授
与
さ
れ
ま
し
た

発
の
便
に
乗
っ
て
１
時
間
半
ほ
ど
で
旭

川
空
港
に
到
着
。
７
日
間
お
世
話
に
な

っ
た
日
野
さ
ん
に
生
徒
一
同
か
ら
感
謝

を
伝
え
、
こ
こ
で
お
別
れ
で
す
。

あ
と
は
村
バ
ス
で
西
興
部
村
へ
の
帰

路
に
。
帰
り
の
バ
ス
は
疲
れ
て
寝
て
し

ま
う
の
か
？　

と
思
い
き
や
、
出
発
日

と
同
じ
よ
う
に
、
ま
た
ク
イ
ズ
大
会
が

開
始
さ
れ
車
内
は
賑
や
か
に
。

村
の
中
に
入
る
と
懐
か
し
い
景
色
に

ホ
ッ
ト
す
る
生
徒
も
い
て
、
17
時
30
分

に
村
役
場
前
に
無
事
到
着
し
ま
し
た
。

駐
車
場
に
は
、
保
護
者
の
方
が
お
迎

え
に
来
て
く
れ
て
い
て
、
み
ん
な
も
久

し
ぶ
り
に
会
う
親
御
さ
ん
の
顔
を
見
て

安
堵
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
大
き
な

ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
と
沢
山
の
お
土
産
と
思

い
出
話
を
持
っ
て
各
自
解
散
し
、
本
研

修
は
終
了
で
す
。

最
後
に
、
今
回
参
加
し
て
く
れ
た
９

名
の
生
徒
達
と
と
も
に
貴
重
な
海
外
体

験
を
経
験
で
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
我
々
の
た
め
に
準
備
か
ら
エ

ス
コ
ー
ト
ま
で
し
て
い
た
だ
い
た
ジ
ュ

ノ
ー
市
の
皆
様
、
村
か
ら
暖
か
く
送
り

出
し
て
く
れ
た
先
生
・
保
護
者
や
関
係

者
の
皆
様
に
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し

て
お
礼
を
申
し
上
げ
、
事
業
報
告
と
い

た
し
ま
す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ジュノー空港で最後の１枚ジュノー空港で最後の１枚
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だ
液
と
健
康

毎
日
当
た
り
前
に
出
て
く
る

「
だ
液
」。
だ
液
は
大
切
な
働
き
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し

ょ
う
か
。
今
回
は
だ
液
の
働
き
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
だ
液
の
３
つ
の
働
き
】

①
食
事
を
助
け
る

・
消
化
を
助
け
る
…
だ
液
に
含
ま

れ
る
消
化
酵
素
が
炭
水
化
物
を
糖

に
分
解
し
、
消
化
を
助
け
て
い
ま

す
。

・
飲
み
込
み
を
助
け
る
…
だ
液
は

食
べ
物
を
柔
ら
か
く
し
、
飲
み
込

み
や
す
く
し
て
い
ま
す
。

・
味
が
わ
か
る
…
食
べ
物
の
味
成

分
が
、
だ
液
に
溶
け
込
む
こ
と

で
、
味
を
感
じ
る
器
官
へ
味
成
分

を
取
り
込
み
や
す
く
し
て
い
ま
す
。

②
お
口
の
健
康
を
守
る

・
お
口
を
綺
麗
に
す
る
…
だ
液
が

食
べ
か
す
や
汚
れ
を
洗
い
流
し
て

く
れ
ま
す
。

・
虫
歯
予
防
…
食
後
に
は
、
虫
歯

菌
が
出
す
酸
に
よ
っ
て
お
口
の
中

が
酸
性
に
な
り
ま
す
が
、
だ
液
に

は
そ
の
酸
を
中
和
す
る
作
用
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
虫
歯
菌
に
よ

っ
て
溶
け
だ
し
た
歯
の
エ
ナ
メ
ル

質
を
修
復
す
る
働
き
（
再
石
灰

化
）
も
持
っ
て
い
ま
す
。

※�

だ
液
だ
け
で
は
全
て
を
綺
麗
に

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
歯
磨
き

な
ど
の
口
腔
ケ
ア
も
行
う
こ
と

で
、
お
口
を
清
潔
に
保
つ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

③
身
体
の
健
康
を
守
る

・
免
疫
・
抗
菌
作
用
…
外
か
ら
の

細
菌
の
侵
入
を
防
い
で
く
れ
て
い

ま
す
。

・
粘
膜
保
護
…
お
口
の
中
を
潤

し
、
粘
膜
を
保
護
す
る
働
き
が
あ

り
、
傷
や
乾
燥
を
防
ぎ
ま
す
。

【
だ
液
が
少
な
く
な
る
と
…
】

だ
液
は
、
ス
ト
レ
ス
や
緊
張
、

加
齢
、
筋
力
低
下
、
疾
患
な
ど
の

要
因
に
よ
っ
て
分
泌
が
減
少
し
ま

す
。
だ
液
が
少
な
く
な
る
こ
と

で
、
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
（
口
腔
乾

燥
）
や
嚥
下
障
害
、
歯
周
疾
患
な

ど
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

【
だ
液
を
増
や
そ
う
！
】

①
だ
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ

・
耳
下
腺
…
上
の
奥
歯
の
あ
た
り

の
頬
を
軽
く
押
し
な
が
ら
、
円
を

描
く
よ
う
に
10
回
程
度
回
す
。

・
顎
下
腺
…
耳
の
下
か
ら
顎
の
先

へ
向
か
っ
て
指
を
移
動
さ
せ
な
が

ら
、
顎
の
内
側
を
10
～
20
回
押
す
。

・
舌
下
腺
…
両
手
の
親
指
を
揃

え
、
舌
を
押
し
上
げ
る
よ
う
に
顎

の
下
を
10
回
押
す
。

②
舌
で
左
右
の
頬
の
内
側
を
交
互

に
タ
ッ
チ
！

で
き
る
方
は
頬
を
手
で
抑
え
て

負
荷
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
各
10
回
）

③
生
活
の
中
で
で
き
る
こ
と

・�

歌
う
、
話
す
な
ど
、
口
を
よ
く

動
か
す
。

・
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
。

・
鼻
呼
吸
を
す
る
。

　
（
口
の
乾
燥
を
防
ぎ
ま
す
）

こ
の
よ
う
に
、
だ
液
は
私
た
ち

の
健
康
を
守
る
働
き
を
持
っ
て
い

ま
す
。
だ
液
を
増
や
し
て
健
康
を

維
持
し
ま
し
ょ
う
！

問
い
合
わ
せ�

保
健
福
祉
課 

保
健
係

�

℡
８
７
︱
２
１
１
４

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー『
里り

住ず

夢む

』だ
よ
り

暑
か
っ
た
夏
が
過
ぎ
、
涼
し
い
季
節

と
な
り
ま
し
た
ね
。

今
年
も
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ベ
ラ

ン
ダ
で
水
遊
び
、
花
夢
で
の
お
散
歩
、

花
夢
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
お
花

を
使
用
し
て
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
、
す
い
か
割
り
（
実
際
に
は
〈
す

い
か
た
た
き
〉
で
し
た
が
…
…
）
と
、

夏
な
ら
で
は
の
活
動
を
楽
し
み
ま
し
た
。

自
由
遊
び
の
時
間
で

は
、
０
～
１
歳
の
お
子

さ
ん
は
、
容
器
に
お
も

ち
ゃ
を
入
れ
よ
う
と
す

る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
渡
さ

れ
た
も
の
を
持
つ
ば
か
り
だ
っ
た
遊
び

が
、
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
後
、
徐
々
に
親
指
と
人
差
し
指

で
小
さ
な
も
の
を
つ
ま
め
る
よ
う
に
な

っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

つ
ま
む
と
、「
な
ん
だ
ろ
う
？
」
と

口
に
入
れ
て
確
か
め
た
く
な
る
の
で
、

目
が
離
せ
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
、
指
先
の
力
が
発
達
し
て
く

る
１
～
２
歳
の
お
子
さ
ん
に
な
る
と
、

こ
の
２
本
の
指
の
つ
ま
む
力
が
強
く
な

っ
て
き
て
、
遊
び
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

も
広
が
り
、
手
首
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
力
も
育
ち
ま
す
。

布
を
畳
ん
だ
り
、
道
具
を
使
っ
て
移

し
替
え
た
り
、
楽
器
を
鳴
ら
し
た
り
す

る
の
は
、
手
首
の
柔
ら
か
な
動
き
が
あ

っ
て
こ
そ
の
も
の
。

そ
れ
ま
で
は
、
左
右
の
往
復
だ
け
だ

っ
た
描
画
が
、
ぐ
る
ぐ
る
丸
に
変
わ
り

ま
す
。
子
ど
も
は
丸
を
「
描
こ
う
」
と

思
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

手
首
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
が
育
っ

て
き
て
い
る
大
き
な
証
で
す
。

今
後
の
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
“
秋
”

を
取
り
入
れ
た
活
動

を
計
画
中
で
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

○
開
館
日

　
　

月
～
金
曜
日
（�

土
・
日
・

　
　

年
末
・
年
始
・
祝
祭
日
は
休
館
）

　

○
開
館
時
間

　

 

（
５
月
～
９
月
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

 

（
10
月
～
３
月
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

○
問
い
合
わ
せ

　
　
役
場
保
健
福
祉
課　

℡
８
７
︱
２
１
１
４
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こんにちは！ 私の名前はクリスティン・ハフです。
8月 21 日に、成人している息子のベン、14 歳の猫ピン
ゴ、スキー板や多くの荷物を持って、西興部に到着し
ました。これからの 2年間、私はALTとして働きま
す。ジュノー市と西興部村の長期的な関係の一部とな
ることを光栄に思っています。
西興部に来てまだ短い間しか経っていませんが、す

でにとても温かく迎えられ、家にいるような気持ちで
す。皆さんがとても親切でフレンドリーです。
引っ越して住むことは、観光で訪れることとは全く

違っています。私には息子のベンに加えて、アラスカ
に 3人の成人した子供と 3人の孫がいます。会えなく
なるのはとても寂しいですが、日本での冒険の写真や
話をして楽しんでいます。
日本の食べ物はとても美味しいです。自動販売機も

とても楽しく、息子と私は羽田空港でアイスクリーム
を自販機で買うという新しい体験をしました！
学校の給食では日本の料理を楽しんでおり、今は箸

の使い方を練習中です。まだ上手に扱えていませんが、
少しずつ上達しています。西興部の牛乳は、アメリカ
の牛乳よりも濃厚でクリーミーで、とても美味しくて
驚きました。
西興部を囲む海と森の美しさにも感動しています。
ジュノーにも海がありますが、大きな島々に囲まれ

ており、紋別の広い海とは全く違います。ジュノーの
海は通常、暗い緑色や濃い青色ですが、こちらの海は
明るい青色です。
わたしはアラスカにいるときに、外で過ごすのが好

きなので、たくさんのアウトドア活動に参加していま
す。主に、ハイキングやカヤックを楽しんでいます。
これから、北海道の美しい自然を探索するのが楽しみ
です。
アラスカでは、数日にわたって行う長距離のカヤッ

クやハイキングを行ってきました。今回はカヤックを
持ってきませんでしたが、テントは持ってきたので、
ここでも自然の中で過ごすのを楽しみにしています。

また、クロスカントリースキーも好きです。
ジュノーでは雨が多いので、天気が良くない時は縫

い物やキルト作りを楽しんでいます。
日本に来てからは、新しいことをたくさん学んでい

ます。
ボタンがたくさんついたトイレの使い方や、左車線

を運転すること、方向指示器がアメリカとは逆の位置
にあるため、間違った方向にウィンカーを出してしま
うこともあります（もしウィンカーと違う方向に曲が
っている車がいたら、それは私かもしれません！）。他
にも、パソコンの画面を翻訳しながら使ったり、名前
を日本語で書く方法を学んだり、日本の携帯電話の契
約をしたりしています。また、異なる種類のお金の使
い方も学んでいます。細かい違いでいうと、例えば、
アメリカでは白いトイレットペーパーしかありません
が、こちらでは多くの選択肢やデザインがあります！
違うものはたくさんありますが、同じものがあった

のには驚きました。ジュノーと同じ花が庭で咲いてい
たり、同じ鳥がいたりします。
道路沿いに咲くひまわり畑や黄色いデイジーを見る

のが大好きです。
日本の学校はアメリカの学校とは運営方法が大きく

異なりますが、生徒たちの行動は同じです！ 彼らとと
もに過ごす時間が楽しみです。
以前のALTの方々から、西興部の人々がとても親

切であるという話をたくさん聞いていましたが、実際
に来てみると、それが本当であることが分かりました。
皆さんがとても親切に接して助けてくれます。
私は西興部で素晴らしい時間を過ごすことができる

と確信しています。
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人のうごき
（9月 30日現在）

〔6月 30日対比〕

人　　口� 　　９５０人�（−�8人）
　 男 � ４８６人�（−�7人）
　 女 � ４６４人�（−�1人）
世 帯 数� ６３０戸�（−�4戸）

多
年
に
わ
た
っ
て
地
域
社
会
の
発

展
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
皆
様
の
ご

長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
敬
老
の

日
に
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

村
か
ら
敬
老
祝
い
金
・
記
念
品
を

お
渡
し
し
た
喜
寿
・
米
寿
等
の
方

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
い
つ
ま
で

も
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

◇
喜
寿

◇
喜
寿
（（
7777
歳
）
祝
い
金
対
象
者

歳
）
祝
い
金
対
象
者��

��

（
敬
老
会
贈
呈
）

（
敬
老
会
贈
呈
）

山
　
田
　
奎
　
二
さ
ん

山
　
田
　
奎
　
二
さ
ん

森
　
　
　
千
　
惠
さ
ん

森
　
　
　
千
　
惠
さ
ん

山
　
本
　
俊
　
逸
さ
ん

山
　
本
　
俊
　
逸
さ
ん

我
　
妻
　
惠
美
子
さ
ん

我
　
妻
　
惠
美
子
さ
ん

大
　
友
　
光
　
子
さ
ん

大
　
友
　
光
　
子
さ
ん

泉
　
田
　
啓
　
子
さ
ん

泉
　
田
　
啓
　
子
さ
ん

海
老
子
　
恵
美
子
さ
ん

海
老
子
　
恵
美
子
さ
ん

菅
　
原
　
和
　
憲
さ
ん

菅
　
原
　
和
　
憲
さ
ん

伊
　
藤
　
彌
須
弘
さ
ん

伊
　
藤
　
彌
須
弘
さ
ん

佐
　
藤
　
和
歌
子
さ
ん

佐
　
藤
　
和
歌
子
さ
ん

敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

◇◇
8585
歳歳��

記
念
品
対
象
者

記
念
品
対
象
者��

��

（
敬
老
会
贈
呈
）

（
敬
老
会
贈
呈
）

笛
　
田
　
千
枝
子
さ
ん

笛
　
田
　
千
枝
子
さ
ん

小
野
寺
　
美
　
子
さ
ん

小
野
寺
　
美
　
子
さ
ん

谷
　
口
　
ハ
　
ツ
さ
ん

谷
　
口
　
ハ
　
ツ
さ
ん

峯
　
田
　
美
智
子
さ
ん

峯
　
田
　
美
智
子
さ
ん

大
　
西
　
貞
　
子
さ
ん

大
　
西
　
貞
　
子
さ
ん

石
　
川
　
克
　
己
さ
ん

石
　
川
　
克
　
己
さ
ん

千
　
葉
　
芳
　
雄
さ
ん

千
　
葉
　
芳
　
雄
さ
ん

小
　
林
　
勝
　
敏
さ
ん

小
　
林
　
勝
　
敏
さ
ん

長
　
江
　
美
知
子
さ
ん

長
　
江
　
美
知
子
さ
ん

原
　
　
　
　
　
壽
さ
ん

原
　
　
　
　
　
壽
さ
ん

森
　
　
　
順
　
子
さ
ん

森
　
　
　
順
　
子
さ
ん

鈴
　
木
　
順
　
幸
さ
ん

鈴
　
木
　
順
　
幸
さ
ん

牧
　
野
　
文
　
江
さ
ん

牧
　
野
　
文
　
江
さ
ん

◇
米
寿

◇
米
寿
（（
8888
歳
）
祝
い
金

歳
）
祝
い
金��

（
令
和
６
年
３
月
～
９
月
末
日
・

（
令
和
６
年
３
月
～
９
月
末
日
・��
��

各
戸
贈
呈
）

各
戸
贈
呈
）

千
　
葉
　
英
　
子
さ
ん

千
　
葉
　
英
　
子
さ
ん

苫
米
地
　
絹
　
代
さ
ん

苫
米
地
　
絹
　
代
さ
ん

　　◇
夫
婦
１
８
０
歳

◇
夫
婦
１
８
０
歳��

記
念
品
対
象
者

記
念
品
対
象
者��

��

（
敬
老
会
贈
呈
）

（
敬
老
会
贈
呈
）

伊
　
藤
　
直
　
義
さ
ん

伊
　
藤
　
直
　
義
さ
ん

伊
　
藤
　
富
　
子
さ
ん

伊
　
藤
　
富
　
子
さ
ん

千葉�英子�さん千葉�英子�さん

苫米地�絹代�さん苫米地�絹代�さん


